
天
台
山
の
詩
歌
（
其
七
）

―
―
盛
唐
（
中
の
下
）

薄
井
俊
二

埼
玉
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
講
座

キ
ー
ワ
ー
ド
：
天
台
山
、
天
台
集
、
漢
詩
、
仏
教
文
学
、
道
教
文
学

は
じ
め
に

本
稿
は
、
天
台
山
に
関
わ
る
詩
歌
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
通
し

て
、
当
時
の
人
々
の
天
台
山
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
変
遷
を
考
察
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
１
）
。
今
回
は
、
盛
唐
期
の
詩
と
し
て
李
白
の
作
品

七
点
（
２
）

と
魏
万
の
作
品
一
点
を
取
り
上
げ
る
。

●
凡
例

・
凡
例
は
、
先
稿
に
同
じ
。

八

天
台
山
の
詩
（
其
七
）
―
―
盛
唐
（
中
の
下
）

Ｂ
李
白
以
外
の
人
間
が
天
台
山
を
訪
れ
る
こ
と
に
関
わ
る
も
の
（
一
部
）

【

】
送
王
屋
山
人
魏
萬
還
王
屋
〔
并
序
〕

44

王
屋
山
の
人
魏
萬
の
王
屋
に
還
る
を
送
る
〔
并
び
に
序
〕

李
白

☆
前
集
巻
上

★
全
唐
詩
巻
一
七
五
、
宋
本
巻
一
四
、
王
注
本
巻
一
六

＊
長
文
な
の
で
、「
序
」、
そ
し
て
「
詩
」
を
六
段
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
と
に

記
述
す
る
。
詩
全
体
の
解
説
は
最
後
に
記
す
。

「
序
」

■
本
文

王
屋
山
人
魏
萬
云
、
自
嵩
宋
沿
呉
、
相
訪
數
千
里
、
不
遇
。
乘
興
遊
台
越
、

經
永
嘉
、
觀
謝
公
石
門
、
後
於
廣
陵
相
見
。
美
其
愛
文
好
古
、
浪
跡
方
外
、

因
述
其
行
、
而
贈
是
詩
。

■
訓
訳

王
屋
山
の
人
魏
萬
云
ふ
、
嵩
宋
よ
り
呉
に
沿
ひ
、
相
ひ
訪
ぬ
る
こ
と
數
千

里
な
る
も
、
遇
は
ず
。
興
に
乘
じ
台
越
に
遊
び
、
永
嘉
を
經
、
謝
公
の
石
門

を
觀
る
。
後
に
廣
陵
に
お
い
て
相
ひ
見
ゆ
、
と
。
其
の
文
を
愛
し
古
を
好

ま
み

み
、
方
外
に
浪
跡
す
る
を
美
す
。
因
り
て
其
の
行
を
述
べ
て
、
是
の
詩
を

よ
み

贈
る
。
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■
文
字
の
異
同
と
校
勘

宋
本
は
、
題
に
〔
魏
詩
附
〕
と
注
す
る
。

全
唐
詩
・
王
注
本
は
、
右
記
の
文
に
次
を
続
け
る
。「
一
做
、
見
王
屋
山
人
魏
萬
云
、

自
嵩
歴
兗
、
遊
梁
入
呉
。
計
程
三
千
里
。
相
訪
不
遇
。
因
下
江
東
、
尋
諸
名
山
、
往
復

百
越
。
後
於
廣
陵
一
面
。
遂
乘
興
、
共
過
金
陵
。
此
公
好
奇
愛
古
、
獨
出
物
表
。
因
述

其
行
、
李
遂
有
此
作
」。﹇
訪
﹈
宋
本
作
送
。

■
語
注

○
王
屋
山
…
河
南
省
王
屋
県
に
あ
る
。
三
十
六
洞
天
の
第
一
。
玄
宗
が
司
馬
承
禎
の
た

め
に
、
麓
に
陽
台
宮
を
造
営
し
彼
を
住
ま
わ
せ
た
と
こ
ろ
。
○
魏
万
…
「
唐
詩
紀
事
」

巻
二
二
に
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
後
の
名
は
顥
、
上
元
年
間
（
七
六
○
〜
七
六

二
）
に
科
挙
に
及
第
し
て
い
る
。
そ
れ
以
前
に
李
白
と
会
っ
て
意
気
投
合
し
、
李
白
か

ら
詩
文
集
の
編
纂
を
依
頼
さ
れ
た
と
い
う
。
詩
集
本
体
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
宋
本
巻
一

に
「
李
翰
林
集
序

前
進
士
魏
顥
」
を
収
録
す
る
。
李
頎
に
「
送
魏
萬
之
京
」（「
全
唐

詩
」
巻
一
三
四
）
が
あ
り
、
劉
長
卿
に
「
歳
夜
喜
魏
萬
成
郭
夏
雪
中
相
尋
」（
同
巻
一
四

八
）、「
題
魏
萬
成
江
亭
」（
同
）、「
春
日
宴
魏
萬
成
湘
水
亭
」（
同
巻
一
五
○
）
が
あ
り
、

宋
本
巻
一
四
に
魏
万
の
「
金
陵
酬
李
翰
林
謫
仙
子
」
を
掲
載
す
る
（
本
稿
【

】）。
○

45

嵩
宋
…
嵩
山
が
昔
の
宋
の
地
（
河
南
省
商
丘
）
に
あ
っ
た
の
で
か
く
言
う
。
○
謝
公
石

門
…
謝
霊
運
に
「
登
石
門
最
高
頂
」
が
あ
る
（「
文
選
」
巻
二
二
）。

■
口
語
訳

王
屋
山
の
人
で
あ
る
魏
万
殿
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
嵩
山
よ
り
呉
の
地
に
沿

っ
て
お
尋
ね
す
る
こ
と
数
千
里
で
あ
っ
た
が
、
お
会
い
で
き
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
興
に
任
せ
て
台
州
・
越
州
ま
で
足
を
伸
ば
し
、
永
嘉
を
経
て
謝
霊
運
が

遊
ん
だ
石
門
山
を
観
た
。
の
ち
広
陵
に
お
い
て
よ
う
や
く
お
会
い
で
き
ま
し

た
」
と
。
私
李
白
は
、
魏
万
殿
が
文
学
を
愛
し
、
古
を
好
み
、
俗
世
間
の
外

を
自
由
に
遊
ば
れ
る
の
を
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。
そ
こ
で
彼
の
行
動
を
記
し

て
、
こ
の
詩
を
贈
る
。

「
詩
」

■
本
文
並
び
に
訓
訳

【
第
一
段
】

僊

人

東

方

生

僊
人

東
方
生

浩

蕩

弄

雲

海

浩
蕩
と
し
て
雲
海
を
弄
ぶ

沛

然

來

天

遊

沛
然
と
し
て
天
に
來
り
て
遊
び

獨

往

失

所

在

獨
り
往
き
て
所
在
を
失
ふ

魏

侯

繼

大

名

魏
侯

大
名
を
繼
ぎ

本

家

聊

攝

城

本
と

聊
攝
の
城
に
家
す

も

巻

舒

入

元

化

巻
舒
し
て

元
化
に
入
り

跡

與

古

賢

并

跡

古
賢
と
并
す

あ
は

十

三

弄

文

史

十
三
に
し
て

文
史
を
弄
し

揮

筆

如

振

綺

筆
を
揮
へ
ば

綺

を
振
ふ
が
如
し

あ
や
ぎ
ぬ

辯

折

田

巴

生

辯
は
田
巴
生
を
折
き

く
じ

心

齊

魯

連

子

心
は
魯
連
子
に
齊
し

ひ
と

西

渉

清

洛

源

西
の
か
た
清
洛
の
源
に
渉
り
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頗

驚

人

世

諠

頗
る
人
世
の
諠
な
る
に
驚
く

採

秀

臥

王

屋

秀
を
採
り
て
王
屋
に
臥
し

因

窺

洞

天

門

因
り
て
窺
ふ
洞
天
の
門

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

﹇
來
﹈
宋
本
・
全
唐
詩
・
王
注
本
作
乘
。﹇
初
四
句
﹈
宋
本
・
全
唐
詩
・
王
注
本
は
「
一

作
、
東
方
不
辭
家
、
獨
訪
紫
泥
海
。
時
人
少
相
逢
、
往
往
失
所
在
」
を
注
す
る
。

■
語
注

○
東
方
生
…
前
漢
時
代
の
滑
稽
、
東
方
朔
。「
漢
武
内
伝
」
に
「
東
方
朔
、
一
旦
乘
龍
飛

去
。
…
…
大
霧
覆
之
、
不
知
所
適
」
と
あ
る
。
○
魏
侯
繼
大
名
…
「
春
秋
左
氏
伝
」
閔

公
元
年
に
「
晉
侯
…
…
賜
畢
萬
魏
、
以
爲
大
夫
。
卜
偃
曰
、
畢
萬
之
後
必
太
。
萬
、
盈

數
也
。
魏
、
大
名
也
」
と
あ
る
。
戦
国
魏
の
万
と
い
う
名
の
人
物
と
唐
代
の
魏
万
と
を

重
ね
て
い
る
。
○
聊
攝
…
山
東
省
聊
城
。
○
巻
舒
…
屈
伸
。
○
元
化
…
天
地
の
大
化
、

道
。
○
田
巴
・
魯
連
子
…
「
太
平
御
覧
」
巻
四
六
四
に
見
え
る
。
ど
ち
ら
も
戦
国
時
代

の
弁
舌
家
、
遊
説
家
。
○
清
洛
源
…
清
洛
は
洛
水
。
洛
陽
な
ど
中
原
を
表
す
。
○
採
秀

…
「
楚
辞
」
九
歌
・
山
鬼
に
「
採
三
秀
兮
山
間
」
と
あ
る
。
秀
は
霊
草
、
芝
草
。

■
口
語
訳

仙
人
で
あ
る
東
方
朔
は

ひ
ろ
び
ろ
と
、
雲
海
を
自
由
に
弄
び

あ
っ
と
い
う
間
に
天
を
往
来
し

そ
の
痕
跡
も
分
か
ら
な
く
な
っ
た

君
は
ま
さ
に
そ
の
大
名
を
継
ぐ
も
の
で
あ
り

も
と
は
聊
城
を
出
身
と
さ
れ

自
由
に
世
間
を
出
入
り
さ
れ
、
つ
い
に
は
大
い
な
る
道
に
合
一
さ
れ

そ
の
痕
跡
は
古
人
賢
者
と
同
じ
く
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た

君
は
十
三
才
で
文
章
や
史
書
を
駆
使
さ
れ

筆
を
執
れ
ば
綾
絹
の
様
な
美
し
い
文
章
を
作
ら
れ
た

そ
の
弁
舌
は
あ
の
田
巴
を
も
打
ち
負
か
す
ほ
ど
で
あ
り

そ
の
心
意
気
は
魯
連
子
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た

君
は
西
の
か
た
中
原
ま
で
来
ら
れ

人
の
世
の
騒
が
し
さ
に
驚
か
れ
た

そ
こ
で
霊
草
を
採
ろ
う
と
王
屋
山
に
入
っ
て
起
居
さ
れ

仙
界
に
通
じ
る
洞
天
を
捜
さ
れ
た
の
で
あ
る

■
解
説

韻
字
は
、
第
一
段
は
「
海
・
在
」
で
、
上
声
一
○
賄
の
韻
。「
名
・
城
・

并
」
で
、
下
平
八
庚
の
韻
。「
史
・
綺
・
子
」
で
、
上
声
四
紙
の
韻
。「
源

・
諠
・
門
」
で
、
上
声
一
三
元
の
韻
。

魏
万
を
紹
介
し
た
部
分
。
隠
士
の
東
方
朔
に
並
ぶ
仙
気
を
帯
び
て
お
り
、

若
い
頃
か
ら
才
気
に
溢
れ
て
お
り
、
王
屋
山
に
隠
棲
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。

【
第
二
段
】

朅

來

遊

嵩

峯

朅
り
來
り
て
嵩
峯
に
遊
び

さ

羽

客

何

雙

雙

羽
客

何
ぞ
雙
雙
た
る
や

朝

携

月

光

子

朝
に
は
携
ふ
月
光
子
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暮

宿

玉

女

牕

暮
に
は
宿
る
玉
女
牕

鬼

谷

上

窈

窕

鬼
谷

上
に
窈
窕
と
し
て

龍

潭

下

奔

潨

龍
潭

下
に
奔
潨
た
り

東

浮

汴

河

水

東
に
浮
か
ぶ
汴
河
の
水

訪

我

三

千

里

我
を
訪
ふ
こ
と
三
千
里

逸

興

滿

呉

雲

逸
興

呉
雲
に
滿
ち

飄

颻

浙

江

汜

飄
颻
た
り

浙
江
の

汜
ほ
と
り

揮

手

杭

越

間

手
を
杭
越
の
間
に
揮
ひ

樟

亭

望

潮

還

樟
亭
に
て
潮
の
還
る
を
望
む

濤

巻

海

門

石

濤
は
巻
く
海
門
の
石

雲

橫

天

際

山

雲
は
橫
た
は
る
天
際
の
山

白

馬

走

素

車

白
馬

素
車
を
走
ら
せ

雷

奔

駭

心

顏

雷
奔

心
顔
を

駭

か
す

お
ど
ろ

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

﹇
牕
﹈
全
唐
詩
・
王
注
本
作
窗
。﹇
浙
﹈
全
唐
詩
作
淛
。﹇
雲
﹈
底
本
・
宋
本
作
雪
、
倣

全
唐
詩
・
王
注
本
改
雲
。

■
語
注

○
月
光
子
…
嵩
山
の
仙
人
。
○
玉
女
牕
…
嵩
山
に
あ
っ
た
神
仙
に
関
わ
る
場
所
。
○
鬼

谷
…
嵩
山
の
あ
る
登
封
県
の
東
南
、
告
成
鎮
に
あ
っ
た
場
所
で
、
戦
国
時
代
の
鬼
谷
先

生
の
居
所
と
伝
え
る
。
○
龍
潭
…
嵩
山
の
東
に
あ
っ
た
河
川
。
○
浙
江
…
銭
塘
江
。
○

樟
亭
・
海
門
…
浙
江
省
の
地
名
。
○
白
馬
・
雷
奔
…
枚
乘
「
七
發
」
に
「
觀
濤
乎
廣
陵

之
曲
江
。
…
…
其
少
進
也
、
浩
浩
溰
溰
、
如
素
車
白
馬
之
張
。
凌
赤
岸
、
簪
扶
桑
、
横

奔
似
雷
行
」
と
あ
る
。【

】
に
既
出
。

40

■
口
語
訳

さ
て
君
は
そ
の
後
嵩
山
に
遊
び

な
ん
と
仙
人
達
と
一
緒
に
楽
し
ま
れ
た
と
か

朝
に
は
月
光
子
と
手
を
携
え
て
出
か
け
ら
れ

夕
べ
に
は
玉
女
牕
に
お
泊
ま
り
に
な
る

そ
の
上
で
は
鬼
谷
が
美
し
く
あ
り

そ
の
下
に
は
龍
潭
が
盛
ん
に
水
音
を
立
て
て
い
る

や
が
て
東
に
汴
水
に
浮
か
ば
れ

三
千
里
を
か
け
て
私
を
訪
ね
て
こ
ら
れ
た

そ
の
秀
逸
な
る
興
趣
は
呉
地
方
に
満
ち
あ
ふ
れ

銭
塘
江
の
ほ
と
り
で
飄
々
と
漂
わ
れ
た

杭
州
・
越
州
の
あ
た
り
で
あ
ち
こ
ち
を
指
さ
し
な
が
ら
遊
覧
し

樟
亭
で
は
遙
か
に
潮
流
が
溯
る
の
を
眺
め
た

波
濤
は
海
門
の
石
に
逆
巻
き

水
し
ぶ
き
が
雲
と
な
っ
て
天
と
の
境
目
ま
で
立
ち
上
っ
て
い
る

そ
の
様
は
白
馬
が
白
絹
の
車
を
牽
い
て
い
る
か
の
よ
う
で

雷
が
走
る
か
の
よ
う
な
大
音
響
に
は
、
心
も
顔
も
驚
く
ば
か
り

■
解
説

韻
字
は
、「
峯
・
雙
・
牕
・
潨
」
で
、
上
平
二
冬
の
韻
。「
水
・
里
・
汜
」
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で
、
上
声
四
紙
の
韻
。「
間
・
還
・
山
・
顔
」
で
、
上
平
一
五
刪
の
韻
。

内
容
は
、
魏
万
が
李
白
を
訪
ね
て
嵩
山
か
ら
呉
ま
で
や
っ
て
き
た
が
、
会

え
ず
、
彼
の
地
を
歴
訪
し
た
様
を
描
く
。
銭
塘
江
の
大
溯
流
を
描
写
す
る
。

【
第
三
段
】

遙

聞

會

稽

美

遙
か
に
會
稽
の
美
を
聞
き

一

弄

耶

溪

水

一
に
耶
溪
の
水
を
弄
ぶ

萬

壑

與

千

巖

萬
壑
と
千
巖
と
が
あ
り

崢

嶸

鏡

湖

裏

崢
嶸
た
り

鏡
湖
の
裏
に

秀

色

不

可

名

秀
色

名
す
べ
か
ら
ず

清

輝

滿

江

城

清
輝

江
城
に
滿
つ

人

遊

月

邊

去

人
は
月
邊
に
遊
び
て
去
り

舟

在

空

中

行

舟
は
空
中
に
在
り
て
行
く

此

中

久

延

佇

此
の
中
に
久
し
く
延
佇
し

入

剡

尋

王

許

剡
に
入
り
て
王
許
を
尋
ぬ

笑

讀

曹

娥

碑

笑
み
て
讀
む
曹
娥
の
碑

沈

吟

黄

絹

語

沈
吟
す
黄
絹
の
語

天

台

連

四

明

天
台
は
四
明
に
連
な
り

日

入

向

國

清

日
入
り
て
國
清
に
向
か
ふ

五

峯

轉

月

色

五
峯

月
色
を
轉
じ

百

里

行

松

聲

百
里

松
聲
を
行
る
や

靈

溪

恣

沿

越

靈
溪

恣
に
沿
越
し

華

頂

殊

超

忽

華
頂

殊
に
超
忽
た
り

石

梁

橫

青

天

石
梁

青
天
に
横
た
は
り

側

足

履

半

月

足
を
側
し
て

半
月
を
履
む

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

﹇
一
弄
﹈
全
唐
詩
作
且
度
〔
一
作
一
弄
〕。﹇
恣
﹈
全
唐
詩
作
咨
。

■
語
注

○
萬
壑
・
千
巌
…
「
世
説
新
語
」
言
語
に
「
顧
長
康
従
会
稽
還
…
…
云
、
千
巖
競
秀
、

萬
壑
爭
流
」
と
あ
る
。
○
鏡
湖
…
浙
江
省
会
稽
山
麓
に
あ
る
湖
。
○
王
許
…
書
聖
王
羲

之
と
道
士
許
邁
。
○
笑
読
二
句
…
「
太
平
寰
宇
記
」
巻
九
六
に
、
曹
娥
は
漢
代
の
孝
女

で
、
父
が
お
ぼ
れ
死
ん
だ
の
を
痛
み
、
屍
に
抱
き
つ
い
て
死
ん
だ
。
県
令
が
顕
彰
の
碑

を
立
て
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
を
訪
れ
た
蔡
邕
が
碑
銘
を
読
み
、「
黄
絹
幼
婦
」
を
含
む
八
字

を
題
字
と
し
て
記
し
た
、
と
い
う
。
さ
ら
に
「
世
説
新
語
」
捷
悟
に
、
曹
操
が
そ
の
碑

の
題
字
を
読
み
、「
黄
絹
」
と
は
「
色
」
の
つ
い
た
「
糸
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
組
み
合
わ

せ
て
一
字
に
す
る
と
「
絶
」
と
な
る
、
な
ど
と
読
み
解
い
た
、
と
い
う
。
○
天
台
連
四

明
…
【

】
に
「
天
台
隣
四
明
」
と
あ
る
。

36

■
口
語
訳

君
は
遙
か
に
会
稽
の
山
水
の
美
を
聞
き
及
び

耶
渓
を
楽
し
み
に
や
っ
て
こ
ら
れ
た

そ
こ
に
は
数
え
切
れ
な
い
く
ら
い
た
く
さ
ん
の
渓
谷
や
渓
流
が
あ
っ
て

鏡
湖
の
湖
面
に
、
険
し
い
峯
々
を
映
し
て
い
る
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そ
の
す
ば
ら
し
い
景
色
は
名
状
し
が
た
く

清
ら
か
な
光
が
河
べ
り
の
ま
ち
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る

人
々
は
湖
面
に
映
る
月
の
側
に
遊
び

船
も
空
に
浮
か
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る

そ
の
世
界
に
し
ば
ら
く
滞
留
し

や
が
て
剡
渓
を
溯
っ
て
王
羲
之
や
許
邁
の
よ
う
な
清
流
を
尋
ね
る

蔡
邕
が
記
し
た
曹
娥
の
碑
銘
を
読
み

曹
操
が
や
っ
た
よ
う
に
「
黄
絹
」
な
ど
の
謎
か
け
の
言
葉
を
楽
し
く
解
読
し

た
り
さ
れ
た

更
に
奥
深
く
天
台
山
に
進
ま
れ
る
が
、
そ
こ
は
四
明
山
に
連
な
る
と
こ
ろ

日
の
落
ち
る
夕
べ
、
国
清
寺
に
向
か
う

月
が
寺
を
囲
む
五
峯
を
順
々
に
照
ら
し

百
里
も
の
間
、
松
の
梢
を
鳴
ら
す
風
の
音
が
流
れ
て
い
く
ば
か
り

霊
妙
な
渓
流
が
縦
横
に
流
れ

華
頂
峯
が
忽
然
と
聳
え
立
つ

石
梁
は
青
空
に
横
た
わ
り

半
月
ば
か
り
の
わ
ず
か
な
足
が
か
り
に
足
を
か
け
て
渡
る

■
解
説

韻
字
は
、「
美
・
水
・
裏
」
で
、
上
声
四
紙
の
韻
。「
名
・
城
・
行
」
で
、

下
平
八
庚
の
韻
。「
佇
・
許
・
語
」
で
、
上
声
六
語
の
韻
。「
明
・
清
・
聲
」

で
、
下
平
八
庚
の
韻
。「
越
・
忽
・
月
」
で
、
入
声
六
月
の
韻
。

内
容
は
、
魏
万
が
李
白
を
尋
ね
て
、
更
に
足
を
台
州
・
越
州
に
伸
ば
し
て

遊
歴
し
た
こ
と
を
描
く
。

そ
の
中
に
、
台
州
の
景
勝
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
天
台
山
が
登
場
し
、

そ
の
描
写
に
八
句
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
「
天
台
」
と
総
称
し
、
次
い

で
山
中
の
名
勝
を
あ
げ
て
い
く
。「
國
清
」
寺
と
そ
れ
を
「
五
峯
」
が
囲
ん

で
い
る
こ
と
や
、
孫
綽
も
伝
え
る
松
並
木
を
「
百
里
行
松
聲
」
と
し
て
表
現

す
る
。
さ
ら
に
「
靈
溪
」「
華
頂
」「
石
梁
」
を
あ
げ
、
青
空
に
聳
え
る
峯

や
そ
れ
に
懸
か
る
明
月
、
風
や
渓
流
の
音
な
ど
を
駆
使
し
て
お
り
、
天
台
山

を
鑑
賞
に
堪
え
る
名
山
と
し
て
描
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
先
稿
で
見
た
李
白

自
身
が
訪
れ
た
と
き
に
作
っ
た
作
品
（【

】
な
ど
）
の
よ
う
な
、
遊
仙
的
な

35

雰
囲
気
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。

【
第
四
段
】

眷

然

思

永

嘉

眷
然
と
し
て
永
嘉
を
思
ひ

不

憚

海

路

賖

海
路
の

賖

な
る
を
憚
ら
ず

は
る
か

挂

席

歴

海

嶠

席
を
挂
げ
て
海
嶠
を
歴
し

か
か

迴

瞻

赤

城

霞

迴
り
て
瞻
る

赤
城
の
霞

み

赤

城

漸

微

没

赤
城

漸
く
微
没
し

孤

嶼

前

嶢

兀

孤
嶼

前
に
嶢
兀
た
り

水

續

萬

古

流

水
は
續
く

萬
古
の
流

亭

空

千

霜

月

亭
は
空
し

千
霜
の
月

縉

雲

川

谷

難

縉
雲

川
谷
難
く

石

門

最

可

觀

石
門

最
も
觀
る
べ
し
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瀑

布

挂

北

斗

瀑
布

北
斗
に
挂
り

莫

窮

此

水

端

此
の
水

端
を
窮
む
る
莫
し

噴

壁

灑

素

雪

壁
に
噴
き
て
素
雪
を
灑
ぎ

空

濛

生

晝

寒

空
に
濛
と
し
て

晝
な
ほ
寒
き
を
生
ず

却

尋

惡

溪

去

却
っ
て
尋
ぬ

惡
溪
に
去
ら
ん
こ
と
を

寧

懼

惡

溪

惡

寧
ん
ぞ
懼
れ
ん

惡
溪
の
惡
し
き
を

咆

哮

七

十

灘

咆
哮
す

七
十
の
灘

水

石

相

噴

薄

水
石

相
ひ
噴
薄
す

路

創

李

北

海

路
は
創
ま
る

李
北
海

巖

開

謝

康

樂

巖
は
開
く

謝
康
樂

松

風

和

猿

聲

松
風

猿
聲
に
和
し

搜

索

連

洞

壑

索
を
搜
し
て
洞
壑
に
連
な
る

徑

出

梅

花

橋

徑
は
出
づ

梅
花
の
橋

雙

溪

納

歸

潮

雙
溪

歸
潮
を
納
る

落

帆

金

華

岸

帆
を
落
と
す

金
華
の
岸

赤

松

若

可

招

赤
松

招
く
べ
き
が
ご
と
し

沈

約

八

詠

樓

沈
約

八
詠
の
樓

城

西

孤

岧

嶢

城
西

孤
り
岧
嶢
た
り

ひ
と

岧

嶢

四

荒

外

岧
嶢
た
り

四
荒
の
外

曠

望

群

川

會

曠
し
く
望
む

群
川
の
會
す
る
を

む
な

雲

捲

天

地

開

雲
捲
き

天
地
開
け

波

連

浙

西

大

波
連
な
り
て

浙
西

大
な
り

亂

流

新

安

口

亂
流
す

新
安
の
口

北

指

嚴

光

瀬

北
に
指
す

嚴
光
の
瀬

釣

臺

碧

雲

中

釣
臺
は
碧
雲
の
中

邈

與

蒼

梧

對

邈
か
に
蒼
梧
と
對
す

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

﹇
眷
﹈
全
唐
詩
作
忽
。﹇
尋
﹈
全
唐
詩
・
王
注
本
作
思
。﹇
詠
﹈
王
注
本
作
咏
。﹇
梧
﹈
全

唐
詩
・
王
注
本
作
嶺
。

■
語
注

○
眷
然
…
痛
切
に
思
う
様
。
○
挂
席
…
謝
霊
運
の
詩
を
踏
ま
え
る
。【

】
既
出
。
○
孤

35

嶼
…
永
嘉
の
江
中
に
聳
え
る
山
。
謝
霊
運
に
「
登
江
中
孤
嶼
」（「
文
選
」
巻
二
六
）
の

詩
が
あ
る
。
○
嶢
兀
…
ご
つ
ご
つ
と
聳
え
る
様
。
○
濛
…
霧
雨
が
降
る
様
。
○
李
北
海

…
唐
の
李
邕
（
六
七
八
〜
七
四
七
）。
○
搜
索
…
王
褒
「
洞
簫
賦
」（「
文
選
」
巻
一
七
）

に
「
玄
猿
悲
嘯
、
搜
索
乎
其
間
」
と
あ
り
、
李
善
は
「
搜
索
、
往
来
貌
」
と
注
す
る
。

○
雙
溪
…
金
華
県
に
あ
る
渓
流
。
○
金
華
…
浙
江
省
金
華
県
。
今
は
金
華
ハ
ム
で
有
名
。

ま
ち
の
東
北
に
金
華
山
が
あ
り
、
双
龍
洞
な
ど
の
三
洞
が
有
名
。
三
十
六
小
洞
天
の
最

後
。
○
赤
松
…
赤
松
子
は
仙
人
。
金
華
山
に
棲
ん
だ
と
い
い
、
金
華
山
を
赤
松
山
と
も

い
う
。
い
ま
赤
松
道
院
が
あ
る
。
○
沈
約
八
詠
樓
…
梁
の
沈
約
が
八
句
の
詩
を
詠
ん
だ

と
い
う
楼
。
○
岧
嶢
…
高
く
聳
え
る
様
。
何
晏
「
景
福
殿
賦
」（「
文
選
」
巻
一
一
）
に

「
岧
嶢
岑
立
」
と
あ
る
。
○
群
川
會
…
金
華
を
流
れ
る
婺
水
は
北
西
し
て
蘭
渓
で
衢
水

と
合
流
し
、
蘭
江
と
な
る
。
蘭
江
は
北
流
し
て
西
か
ら
来
た
新
安
江
と
合
流
し
、
富
春

江
と
な
る
。
富
春
江
は
諸
川
を
受
け
入
れ
な
が
ら
東
北
に
流
れ
、
富
陽
あ
た
り
か
ら
銭

塘
江
と
名
を
変
え
る
。
こ
れ
ら
の
ど
れ
か
を
指
す
と
い
う
よ
り
は
、
こ
れ
ら
の
河
川
が
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合
流
し
て
い
く
様
を
ま
と
め
て
表
現
し
た
も
の
か
。
○
浙
西
…
銭
塘
江
以
西
の
河
川
。

○
嚴
光
・
釣
臺
…
富
春
江
に
あ
る
名
勝
。
河
沿
い
に
高
さ
七
十
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
立

方
体
の
岩
山
が
聳
え
る
。
後
漢
時
代
に
隠
者
の
厳
光
（
子
陵
）
が
こ
こ
釣
り
を
し
た
と

い
う
。
李
白
は
じ
め
多
く
の
文
人
が
訪
れ
て
詩
を
作
っ
て
い
る
。
○
蒼
梧
…
湖
南
省
の

九
疑
山
。
南
巡
し
た
舜
が
こ
こ
で
没
し
た
と
い
う
。

■
口
語
訳

君
は
永
嘉
の
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
う
や

海
路
の
遠
い
こ
と
な
ど
も
の
と
も
せ
ず

蓆
旗
を
掲
げ
て
海
沿
い
の
土
地
を
遍
歴
さ
れ
た

そ
し
て
海
上
か
ら
遙
か
に
赤
城
山
に
架
か
る
霞
を
眺
め
ら
れ
た

や
が
て
そ
の
霞
も
見
え
な
く
な
り

孤
嶼
山
が
目
の
前
に
聳
え
て
来
る

こ
の
江
の
水
は
永
遠
に
流
れ
続
け
て
い
く
が

人
が
作
っ
た
亭
舎
は
や
が
て
無
く
な
っ
て
し
ま
う

縉
雲
山
の
あ
た
り
は
渓
谷
が
険
阻
な
と
こ
ろ
だ
が

そ
の
中
で
も
石
門
山
は
最
も
見
る
べ
き
に
足
る

滝
は
北
斗
星
か
ら
懸
か
っ
て
い
る
よ
う
で

水
の
出
る
場
所
を
見
極
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

石
壁
か
ら
噴
き
出
し
て
白
い
雪
の
よ
う
な
水
滴
を
降
ら
せ

空
に
は
微
雨
が
立
ち
こ
め
て
昼
な
お
寒
気
を
感
じ
る
ほ
ど
で
あ
る

更
に
悪
渓
の
方
に
行
こ
う
と
す
る

悪
渓
と
い
う
名
前
な
ど
気
に
は
し
な
い

そ
こ
で
は
七
十
も
の
瀬
が
咆
え
叫
び

水
が
石
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
す
さ
ま
じ
く
し
ぶ
き
を
上
げ
る

こ
こ
へ
至
る
道
を
開
か
れ
た
の
は
李
北
海
様
だ
が

巌
を
開
削
さ
れ
た
の
は
謝
霊
運
に
溯
る
と
い
う

こ
こ
で
は
松
風
が
猿
の
声
と
調
和
し
て

洞
窟
や
谿
谷
を
往
来
し
て
流
れ
て
い
く

や
が
て
道
は
梅
花
橋
へ
出
る

そ
こ
に
は
双
渓
が
海
の
潮
を
引
き
入
れ
て
い
る

金
華
の
ほ
と
り
で
帆
を
下
ろ
す
が

こ
こ
か
ら
は
赤
松
子
を
招
き
寄
せ
る
こ
と
も
で
き
る

沈
約
が
八
句
の
詩
を
詠
ん
だ
と
い
う
楼
閣
が

城
郭
の
西
に
ひ
と
り
高
く
聳
え
て
い
る

そ
の
楼
閣
は
四
方
荒
漠
た
る
な
か
に
屹
立
し
て
お
り

そ
こ
に
登
れ
ば
、
遙
か
に
、
多
く
の
川
が
流
れ
、
合
流
す
る
の
が
見
え
る

雲
は
巻
き
上
が
り
、
天
地
は
広
々
と
開
け

波
濤
は
連
な
り
、
銭
塘
江
以
西
の
川
は
ど
れ
も
川
幅
が
広
く
流
れ
て
い
る

や
が
て
新
安
江
と
の
合
流
地
点
あ
た
り
で
流
れ
は
逆
巻
き

北
に
転
じ
て
厳
光
が
遊
ん
だ
瀬
を
目
指
し
て
流
れ
て
い
く

厳
光
が
遊
ん
だ
釣
台
は
緑
な
す
雲
の
中
に
浮
か
び
上
が
り

遙
か
に
蒼
梧
の
山
と
向
か
い
合
っ
て
い
る
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■
解
説

韻
字
は
、「
嘉
・
賖
・
霞
」
で
、
下
平
六
麻
の
韻
。「
没
・
兀
・
月
」
で
、

入
声
六
月
の
韻
。「
難
・
觀
・
端
・
寒
」
で
、
上
平
一
四
寒
の
韻
。「
惡
・

薄
・
樂
・
壑
」
で
、
入
声
一
○
薬
の
韻
。「
橋
・
潮
・
招
・
嶢
」
で
、
下
平

二
蕭
の
韻
。「
外
・
會
・
大
」
で
、
去
声
九
泰
の
韻
。「
瀬
・
對
」
で
、
去

声
一
一
隊
の
韻
。

内
容
は
、
魏
万
が
李
白
を
尋
ね
て
、
更
に
浙
江
省
内
を
歴
訪
し
た
様
を
描

く
。
天
台
山
か
ら
更
に
、
孤
嶼
・
縉
雲
山
・
石
門
山
・
悪
渓
・
梅
花
橋
・
双

渓
と
た
ど
り
、
金
華
山
に
着
く
。
金
華
の
ま
ち
の
楼
閣
か
ら
北
を
眺
め
、
銭

塘
江
の
上
流
の
諸
河
川
が
合
流
す
る
様
を
描
い
た
部
分
は
、
さ
な
が
ら
高
々

度
か
ら
俯
瞰
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
思
い
は
遙
か
湖
南
省
の
蒼
梧
山
に
ま

で
至
っ
て
お
り
、
空
間
的
な
広
が
り
感
じ
さ
せ
る
。
李
白
の
想
像
力
が
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
末
句
の
「
蒼
梧
」
を
全
唐
詩

・
王
注
本
は
「
蒼
嶺
」
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
厳
光
の
釣
台
が
青
い
山
と
向

か
い
合
っ
て
い
る
、
と
な
る
。
そ
の
方
が
穏
当
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
は
李
白
の

想
像
力
が
飛
躍
し
て
い
る
と
し
て
、
省
を
越
え
た
位
置
に
あ
る
「
蒼
梧
」
を

採
用
し
た
。

【
第
五
段
】

稍

稍

來

呉

都

稍
稍
く
呉
都
に
來
た
り

や
う
や

徘

徊

上

姑

蘇

徘
徊
し
て
姑
蘇
に
上
る

煙

緜

橫

九

疑

煙
緜

九
疑
に
横
た
は
り

漭

蕩

見

五

湖

漭
蕩
と
し
て
五
湖
を
見
る

目

極

心

更

遠

目
極
ま
り
て

心
更
に
遠
く

悲

歌

但

長

吁

悲
歌
し
て

但
だ
長
吁
す

迴

橈

楚

江

濱

橈
を
廻
ら
す

楚
江
の
濱

揮

策

揚

子

津

策
を
揮
ふ

揚
子
の
津

身

著

白

羊

裘

身
に
は
白
羊
の
裘
を
著
け

昂

藏

出

風

塵

昂
藏
た
り
て

風
塵
を
出
づ

五

月

造

我

語

五
月

我
に
造
っ
て
語
り

い
た

知

非
佁

儗
人

佁
儗
の
人
に
非
ざ
る
を
知
る

相

逢

樂

無

限

相
ひ
逢
ひ
て
樂
し
む
こ
と
限
り
無
く

水

石

日

在

眼

水
石
は

日
に
眼
に
在
り

徒

干

五

諸

侯

徒
だ
五
諸
侯
を
干
し

お
か

不

致

百

金

産

百
金
の
産
を
致
さ
ず

吾

友

揚

子

雲

吾
は
友
と
す

揚
子
雲

弦

歌

播

清

芬

弦
歌
し
て

清
芬
を
播
す

雖

爲

江

寧

宰

江
寧
の
宰
た
り
と
雖
も

好

與

山

公

群

好
ん
で
山
公
と
群
す

乘

興

但

一

行

興
に
乘
じ
て

但
だ
一
行
す
る
の
み
な
れ
ば

豈

知

我

愛

君

豈
に
知
ら
ん

我
の
君
を
愛
す
る
を

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

﹇
徘
徊
﹈
全
唐
詩
作
裴
回
。﹇
白
羊
﹈
宋
本
・
全
唐
詩
作
日
本
。
以
下
の
注
あ
り
「
裘
則

朝
卿
所
贈
、
日
本
布
爲
之
」。﹇
佁
﹈
宋
本
作
儓
。﹇
豈
﹈
宋
本
・
全
唐
詩
作
且
。

■
語
注
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○
九
疑
山
…
前
節
の
蒼
梧
山
。
○
五
湖
…
太
湖
。
○
漭
蕩
…
水
が
広
々
ゆ
っ
た
り
と
た

ゆ
た
う
様
。
○
楚
江
…
長
江
。
○
白
羊
裘
…
宋
本
な
ど
は
日
本
裘
と
し
、「
裘
は
則
ち
朝

卿
（
阿
倍
仲
麻
呂
）
の
贈
る
と
こ
ろ
に
し
て
、
日
本
の
布
も
て
之
を
爲
る
」
と
注
す
る
。

○
昂
藏
…
誇
り
高
く
気
概
溢
れ
る
様
。
○
佁
儗
人
…
愚
か
者
。
○
五
諸
侯
…
漢
の
成
帝

期
に
、
外
戚
の
王
氏
五
人
を
一
度
に
列
侯
に
封
建
し
た
。
そ
こ
か
ら
権
力
者
、
権
勢
家

を
表
す
。
○
楊
子
雲
…
漢
代
の
蜀
出
身
の
文
人
官
僚
楊
雄
。
諸
注
は
、
李
白
の
友
人
の

楊
利
物
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
と
い
う
。
○
弦
歌
…
礼
楽
に
よ
る
教
化
。「
論
語
」
陽
貨

に
「
子
之
武
城
、
聞
弦
歌
之
聲
」
と
あ
る
。
○
清
芬
…
高
潔
な
人
格
。
陸
機
「
文
賦
」（「
文

選
」
巻
一
七
）
に
「
詠
世
徳
之
駿
烈
、
誦
先
人
之
清
芬
」
と
あ
る
。
○
好
寧
…
江
蘇
省

の
地
名
。
李
白
に
「
江
寧
楊
利
物
畫
賛
」
が
あ
る
（
宋
本
巻
二
八
）。
○
山
公
…
竹
林
の

七
賢
の
山
濤
の
山
簡
。

■
口
語
訳

君
は
よ
う
や
く
呉
都
の
蘇
州
に
来
た
り

徘
徊
し
、
姑
蘇
山
に
登
っ
た

そ
こ
か
ら
の
眺
め
は
、
は
る
か
九
疑
山
に
連
な
る
靄
が
か
か
り

眼
下
に
は
太
湖
が
広
々
と
広
が
っ
て
い
る

視
線
が
遠
く
ま
で
広
が
れ
ば
、
心
も
遙
か
に
思
い
め
ぐ
ら
し

悲
歌
を
口
ず
さ
ん
だ
り
、
長
く
吟
じ
た
り
し
た

や
が
て
長
江
の
濱
で
櫂
を
廻
ら
し

揚
子
江
の
港
で
上
陸
し
て
馬
を
走
ら
せ
た

君
は
白
い
羊
の
裘
を
身
に
着
け
て
お
り

誇
り
高
く
気
概
溢
れ
て
、
俗
塵
か
ら
傑
出
し
て
い
る

こ
の
五
月
に
よ
う
や
く
私
の
所
に
や
っ
て
き
て
語
り
合
い

立
派
な
人
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た

君
と
逢
っ
て
よ
り
以
来
楽
し
み
は
限
り
な
く

共
に
山
川
の
美
景
を
眺
め
て
楽
し
ん
だ

五
諸
侯
の
よ
う
な
権
勢
家
に
は
楯
突
い
て
も

財
貨
に
は
全
く
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

私
に
は
楊
雄
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
楊
利
物
と
い
う
友
人
が
い
る

彼
は
弦
歌
に
よ
り
礼
楽
を
広
め
、
清
廉
な
香
を
振
り
ま
い
て
い
る

好
寧
と
い
っ
た
小
都
市
の
長
官
に
過
ぎ
な
い
が

山
簡
の
よ
う
な
風
雅
の
士
と
の
遊
び
を
好
ん
で
い
る

興
趣
に
乗
じ
、
楊
の
所
へ
は
惟
一
度
だ
け
共
に
行
っ
た
だ
け
な
の
で

私
が
君
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
彼
に
は
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う

■
解
説

韻
字
は
、
第
五
段
は
「
都
・
蘇
・
湖
・
吁
」
で
、
上
平
七
虞
の
韻
。「
濱

・
津
・
塵
・
人
」
で
、
上
平
一
一
真
の
韻
。「
限
・
眼
・
産
」
で
、
上
声
一

五
潸
の
韻
。「
雲
・
芬
・
群
・
君
」
で
、
上
平
一
二
文
の
韻
。

内
容
は
、
魏
万
が
李
白
を
尋
ね
て
蘇
州
か
ら
広
陵
に
行
き
、
よ
う
や
く
李

白
と
出
会
え
た
こ
と
。
改
め
て
魏
万
の
人
柄
を
述
べ
、
更
に
知
人
の
楊
利
物

と
の
交
友
を
深
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
が
っ
て
い
る
。

【
第
六
段
】

君

來

幾

何

時

君
の
來
る

幾

何
の
時
ぞ

い
く
ば
く

僊

臺

應

有

期

僊
臺

應
に
期
有
る
べ
し
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東

牕

緑

玉

樹

東
牕

緑
玉
の
樹

定

長

三

五

枝

定
め
て
三
五
の
枝
を
長
ぜ
ん

至

今

天

壇

人

今
に
至
る
ま
で

天
壇
の
人

當

笑

爾

歸

遲

當
に
笑
ふ
べ
し

爾
の
歸
る
の
遲
き
を

我

苦

惜

遠

別

我
は

苦

だ

遠
別
を
惜
し
み

は
な
は

茫

然

使

心

悲

茫
然
と
し
て

心
を
し
て
悲
し
ま
し
む

黄

河

若

不

斷

黄
河

斷
え
ざ
る
が
若
く

白

首

長

相

思

白
首

長
へ
に
相
ひ
思
は
ん

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

な
し

■
語
注

○
三
五
…
三
か
ら
五
く
ら
い
、
あ
ま
り
多
く
な
い
数
字
を
表
す
。
○
天
壇
…
王
屋
山
の

最
高
峰
。

■
口
語
訳

こ
の
次
に
君
が
私
の
所
へ
来
て
く
れ
る
の
は
何
時
の
こ
と
だ
ろ
う

君
が
行
か
れ
る
仙
境
の
楼
台
で
は
、
色
々
と
お
約
束
も
あ
ろ
う
か
ら

楼
台
の
東
の
窓
か
ら
見
え
る
碧
の
玉
の
木
に
は

き
っ
と
少
し
ば
か
り
新
た
な
枝
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う

王
屋
山
最
高
峰
の
天
壇
山
で
は
、
そ
こ
に
棲
む
道
士
た
ち
が

貴
方
が
世
俗
の
情
に
か
ら
れ
て
帰
還
が
遅
く
な
っ
て
い
る
の
を
、
笑
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

私
は
と
い
え
ば
遠
い
別
れ
を
惜
し
ん
で
は

茫
然
と
し
て
心
を
悲
し
ま
せ
る
の
み

黄
河
の
水
が
絶
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

白
髪
頭
を
抱
え
て
永
遠
に
君
の
こ
と
を
思
い
続
け
る
の
で
す

■
解
説

第
六
段
は
、
韻
字
は
、「
時
・
期
・
枝
・
遲
・
悲
・
思
」
で
、
上
平
四
支

の
韻
。

内
容
は
、
魏
万
が
王
屋
山
に
帰
る
こ
と
を
述
べ
、
別
れ
の
悲
し
み
を
歌
う
。

全
体
を
通
し
て
の
解
説
。
詩
形
は
五
言
古
詩
。

大
野
は
天
宝
九
年
（
七
五
○
）
と
し
、
加
藤
は
こ
れ
に
倣
う
。
安
注
は
天

宝
一
○
年
（
七
五
一
）
の
作
と
す
る
。

長
大
な
の
で
、
六
段
に
分
け
て
記
述
し
た
。
全
体
と
し
て
、
魏
万
が
王
屋

山
に
帰
る
の
を
見
送
る
送
別
の
詩
だ
が
、
第
一
段
と
第
六
段
だ
け
を
つ
な
げ

て
も
、
送
別
の
詩
と
し
て
成
り
立
つ
。
こ
の
詩
の
特
色
は
、
第
二
段
か
ら
第

五
段
に
か
け
て
で
、
魏
万
が
李
白
を
追
っ
て
、
中
原
か
ら
呉
越
を
遍
歴
し
た

様
を
描
い
た
部
分
で
あ
ろ
う
。お
そ
ら
く
自
ら
の
遊
歴
経
験
を
踏
ま
え
つ
つ
、

魏
万
が
そ
れ
を
な
ぞ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
想
像
し
、
同
じ
道
を
歩
ま
せ
て

い
る
。
そ
の
間
の
叙
景
は
、
魏
万
の
目
を
通
し
て
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
実
は
李
白
の
記
憶
か
ら
呼
び
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二

重
性
は
お
も
し
ろ
い
。

ま
た
、
呉
越
の
名
勝
を
順
々
に
た
ど
り
つ
つ
紹
介
し
て
お
り
、
さ
な
が
ら
、

「
呉
越
旅
遊
大
観
」
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
第
三
段
の
後
半
で
天
台
山
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
当
該
部
分

の
解
説
を
繰
り
返
せ
ば
、
国
清
寺
・
華
頂
峯
・
石
梁
飛
瀑
な
ど
の
景
勝
地
を
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あ
げ
て
い
き
、
聳
え
る
峯
や
そ
れ
に
懸
か
る
明
月
、
風
や
渓
流
の
音
な
ど
を

駆
使
し
て
描
写
し
、
天
台
山
を
鑑
賞
に
堪
え
る
名
山
と
し
て
描
い
て
い
る
。

た
だ
し
、
先
稿
で
あ
げ
た
、
李
白
自
身
が
訪
れ
た
と
き
に
作
っ
た
作
品
（【

】
35

な
ど
）
の
よ
う
な
、
遊
仙
的
な
雰
囲
気
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

【

】
金
陵
酬
李
翰
林
謫
仙
子

45

金
陵
に
て
李
翰
林
謫
仙
子
に
酬
す

魏
萬

☆
前
集
な
ど
収
録
せ
ず

★
唐
詩
紀
事
巻
二
二
、
全
唐
詩
巻
二
六
一
、
李
太
白
全
集
宋
本
巻
一
四
、
王
注
本
巻

一
六

■
本
文
及
び
訓
訳

君

抱

碧

海

珠

君
は
抱
く
碧
海
の
珠

我

懷

藍

田

玉

我
は
懷
く
藍
田
の
玉

各

稱

希

代

寶

各
お
の
希
代
の
寶
と
稱
さ
れ

萬

里

遙

相

燭

萬
里

遙
か
に
相
ひ
燭
ら
す

長

卿

慕

藺

久

長
卿
は
藺
を
慕
ふ
こ
と
久
し
く

子

猷

意

已

深

子
猷
は
意
ふ
こ
と
已
に
深
し

平

生

風

雲

人

平
生

風
雲
の
人

暗

合

江

海

心

暗
に
合
ふ

江
海
の
心

去

秋

忽

乘

興

去
秋

忽
と
し
て
興
に
乘
じ

命

駕

來

東

土

駕
に
命
じ

東
土
に
來
た
る

謫

仙

遊

梁

園

謫
仙
は
梁
園
に
遊
び

愛

子

在

鄒

魯

愛
子
は
鄒
魯
に
在
り

二

處

一

不

見

二
處

一
に
は
見
え
ず

拂

衣

向

江

東

衣
を
拂
ひ
て
江
東
に
向
か
ふ

五

兩

挂

淮

月

五
兩

淮
月
に
挂
げ

扁

舟

隨

海

風

扁
舟

海
風
に
隨
ふ

南

遊

呉

越

徧

南
遊
し
て
呉
越
に
徧
く

高

揖

二

千

石

二
千
石
に
高
揖
す

雪

上

天

台

山

雪
に
上
る
天
台
山

春

逢

翰

林

伯

春
に
逢
ふ
翰
林
伯

宣

父

敬

項

託

宣
父
は
項
託
を
敬
ひ

林

宗

重

黄

生

林
宗
は
黄
生
を
重
ん
ず

一

長

復

一

少

一
は
長

復
た
一
は
少

相

看

如

弟

兄

相
ひ
看
る
こ
と
弟
兄
の
如
し

惕

然

意

不

盡

惕
然
と
し
て
意

盡
き
ず

更

逐

西

南

去

更
に
逐
に
西
南
に
去
る

同

舟

入

秦

淮

舟
を
同
に
し
て
秦
淮
に
入
る
に

建

業

龍

盤

處

建
業
は
龍
盤
の
處
な
り
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楚

歌

對

呉

酒

楚
歌

呉
酒
に
對
し

借

問

承

恩

初

借
問
す

恩
を
承
く
る
の
初
め

宮

買

長

門

賦

宮
は
買
ふ

長
門
の
賦

天

迎

駟

馬

車

天
は
迎
ふ

駟
馬
の
車

才

高

世

難

容

才
高
く

世

容
れ
難
く

道

廢

可

推

命

道
廢
れ
て

命
を
推
す
べ
し

安

石

重

携

妓

安
石
は
重
ね
て
妓
を
携
へ

子

房

空

謝

病

子
房
は
空
し
く
病
と
謝
す

金

陵

百

萬

戸

金
陵

百
萬
戸

六

代

帝

王

都

六
代

帝
王
の
都

虎

石

踞

西

江

虎
石

西
江
に

踞

り

う
ず
く
ま

鍾

山

臨

北

湖

鍾
山

北
湖
に
臨
む

湖

山

信

爲

美

湖
山
は
信
に
美
た
る
も

王

屋

人

相

待

王
屋
の
人

相
ひ
待
つ

應

爲

岐

路

多

應
に
岐
路
に
多
な
る
が
た
め
に

不

知

歳

寒

在

知
ら
ず

歳
の

寒
に
在
る
を

君

遊

早

晩

還

君
の
遊

早
晩
還
れ

勿

久

風

塵

間

久
し
く
風
塵
の
間
に
お
る
な
か
れ

此

別

未

遠

別

此
の
別
れ
は
未
だ
遠
別
な
ら
ず

秋

期

到

仙

山

秋
に
は
仙
山
に
到
る
を
期
せ
ん

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

宋
本
を
底
本
と
す
る
。

﹇
風
﹈
紀
事
・
全
唐
詩
作
風
。﹇
淮
﹈
全
唐
詩
作
海
。﹇
海
﹈
全
唐
詩
作
長
。﹇
徧
﹈
全
唐

詩
作
遍
。﹇
雪
﹈
紀
事
作
雲
。﹇
託
﹈
王
注
本
・
全
唐
詩
作
橐
。﹇
黄
﹈
紀
事
作
王
。﹇
對
﹈

紀
事
作
醉
。﹇
石
﹈
紀
事
作
丘
。﹇
踞
﹈
全
唐
詩
作
據
。﹇
湖
﹈
全
唐
詩
作
二
。

■
語
注

○
長
卿
…
前
漢
の
司
馬
相
如
。
も
と
犬
子
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
戦
国
趙
の
藺
相

如
の
人
と
な
り
を
慕
い
、
自
ら
相
如
と
改
名
し
た
（「
史
記
」
司
馬
相
如
列
伝
）。
○
子

猷
…
晋
の
王
徽
之
。「
世
説
新
語
」
任
誕
に
、
王
徽
之
が
あ
る
夜
ふ
と
隠
者
の
戴
逵
に
逢

い
た
く
な
り
、
夜
通
し
掛
け
て
船
に
乗
っ
て
会
い
に
行
っ
た
、
と
い
う
話
を
載
せ
る
。「
子

猷
尋
戴
」
と
い
う
蒙
求
の
標
題
に
も
な
っ
て
い
る
。
○
梁
園
…
漢
の
梁
王
が
造
っ
た
庭

園
。【

】
既
出
。
○
五
兩
…
風
を
う
か
が
う
器
具
。
航
海
に
必
携
。
○
高
揖
…
両
腕
を

38

高
く
上
げ
て
会
釈
を
す
る
こ
と
。
○
二
千
石
…
漢
代
の
官
僚
の
俸
給
の
一
段
階
。
郡
守

の
俸
給
が
こ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
郡
守
そ
の
も
の
の
呼
称
と
な
り
、
の
ち
に
は
地

方
長
官
の
呼
称
と
な
っ
た
。
○
宣
父
…
「
新
唐
書
」
礼
楽
志
に
よ
れ
ば
、
貞
観
一
一
年

に
、
孔
子
を
宣
父
と
呼
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
○
項
託
…
項
橐
と
も
。
七
歳
の
時
、
孔
子

が
彼
を
師
匠
と
し
て
あ
が
め
た
と
い
う
（「
淮
南
子
」
脩
務
他
）。
○
林
宗
…
郭
太
（
泰
）。

後
漢
の
名
士
。
よ
く
人
を
論
評
し
た
。「
後
漢
書
」
巻
六
八
本
伝
。
○
黄
生
…
黄
憲
。
歳

十
四
で
見
い
だ
さ
れ
る
な
ど
早
熟
だ
っ
た
。「
後
漢
書
」
巻
五
三
本
伝
。
郭
太
が
黄
憲
の

度
量
の
量
り
が
た
さ
を
、
広
大
な
池
に
喩
え
た
話
は
「
後
漢
書
」
黄
憲
伝
に
見
え
る
が
、

「
黄
憲
萬
頃
」
と
い
う
蒙
求
の
標
題
に
も
な
っ
て
い
る
。
○
秦
淮
…
秦
の
始
皇
帝
が
作

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
運
河
。
南
京
（
金
陵
）
の
ま
ち
を
流
れ
る
。
○
長
門
賦
…
司
馬
相

如
の
作
。「
文
選
」
巻
一
七
所
収
。
武
帝
の
寵
愛
を
失
い
長
門
宮
に
居
た
陳
皇
后
が
、
大

金
を
積
ん
で
、
司
馬
相
如
に
自
ら
の
悲
愁
の
情
を
詠
わ
せ
た
も
の
と
い
う
。
○
北
湖
…
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玄
武
湖
。

■
口
語
訳

君
は
碧
な
す
大
海
が
産
す
る
真
珠
を
抱
い
て
お
り

私
は
有
名
な
藍
田
の
宝
玉
を
懐
い
て
い
る

そ
れ
ぞ
れ
稀
代
の
宝
玉
と
称
さ
れ
て
い
る
が

万
里
も
の
距
離
に
離
れ
て
お
り
、
遠
く
か
ら
照
ら
し
あ
っ
て
い
る

司
馬
相
如
は
藺
相
如
を
長
く
慕
い
続
け

王
徽
之
は
戴
逵
の
こ
と
を
深
く
思
っ
て
い
た

平
時
よ
り
風
や
雲
を
楽
し
む
ひ
と
は

遠
い
江
や
海
を
楽
し
む
心
を
持
っ
て
い
る
の
だ

そ
ん
な
君
は
、
昨
年
の
秋
に
、
忽
然
と
興
を
起
こ
さ
れ

馬
車
を
走
ら
せ
て
東
の
土
地
に
行
か
れ
た

地
上
に
降
り
た
仙
人
で
あ
る
君
は
、
梁
王
の
庭
園
に
遊
ば
れ

愛
し
子
と
山
東
で
す
ご
さ
れ
た

し
か
し
、
私
と
君
の
居
る
所
が
二
箇
所
に
別
れ
て
い
れ
ば
、
ご
一
緒
す
る
こ

と
は
で
き
な
い

そ
こ
で
私
も
衣
を
か
ら
げ
、
江
東
に
向
か
う
こ
と
に
し
た

風
を
う
か
が
う
器
具
を
、
淮
水
に
昇
る
月
に
か
か
げ

小
さ
な
小
舟
で
海
風
の
ま
ま
に
進
ん
だ

南
遊
し
て
呉
越
の
地
に
普
く
遊
び

地
方
長
官
た
ち
と
も
交
わ
り
を
持
っ
た

そ
し
て
雪
の
中
、
天
台
山
に
登
っ
た
り
し
た
が

春
に
な
り
よ
う
や
く
李
翰
林
殿
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
た

孔
子
は
自
分
よ
り
年
少
の
項
託
を
師
と
し
て
敬
い

郭
太
は
年
長
者
の
黄
憲
を
高
く
評
価
し
た

一
方
は
年
長
で
、
一
方
は
年
少
と
の
違
い
は
あ
る
が

ど
ち
ら
も
兄
弟
の
よ
う
に
お
互
い
を
重
ん
じ
、
慈
し
ん
だ
の
で
あ
る

思
い
が
尽
き
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
に
時
は
過
ぎ
て
い
き

更
に
西
南
へ
向
か
う
こ
と
と
な
っ
た

共
に
船
に
乗
り
、
秦
淮
運
河
に
乗
り
入
れ
て
金
陵
に
向
か
っ
た
が

こ
こ
金
陵
の
地
は
龍
が
蟠
る
佳
地
で
あ
る

楚
の
歌
を
歌
い
な
が
ら
呉
の
地
の
酒
に
向
か
い

皇
帝
よ
り
の
恩
寵
を
受
け
た
こ
と
な
ど
を
お
た
ず
ね
す
る

高
貴
な
方
々
が
、
君
か
ら
「
長
門
賦
」
の
よ
う
な
優
れ
た
作
品
を
買
わ
れ

天
子
は
四
頭
立
て
の
馬
車
で
君
を
お
迎
え
に
な
っ
た

し
か
し
そ
う
し
た
高
い
才
能
は
世
俗
の
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
く

正
し
い
道
が
廃
れ
て
い
る
世
の
中
で
は
命
運
も
推
し
量
ら
れ
る

晋
の
謝
安
様
は
常
に
芸
妓
を
携
え
て
遊
び

漢
の
張
良
殿
も
国
家
が
確
立
し
た
後
は
病
を
理
由
に
隠
遁
し
た

こ
こ
金
陵
は
百
万
戸
の
殷
賑
を
ほ
こ
り
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六
代
に
わ
た
る
帝
王
の
都
で
あ
る

虎
石
山
が
江
の
西
に
位
置
し

鍾
山
が
玄
武
湖
に
臨
む
と
い
う
、
め
で
た
い
帝
王
の
宅
を
な
し
て
い
る

こ
の
地
の
湖
や
山
は
ま
こ
と
に
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
が

王
屋
山
で
は
私
を
待
っ
て
い
る
人
が
居
る

分
か
れ
道
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
迷
っ
て
し
ま
い

い
つ
の
間
に
か
歳
も
暮
れ
て
い
る
の
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た

君
は
遊
覧
を
続
け
ら
れ
て
も
、
早
晩
に
還
る
が
い
い

長
く
世
俗
の
塵
の
中
に
居
る
の
は
お
よ
し
な
さ
い

今
こ
こ
で
の
別
れ
は
長
い
お
別
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

秋
に
は
仙
山
の
王
屋
山
に
お
い
で
に
な
る
こ
と
を
約
束
し
て
く
だ
さ
い

■
解
説

魏
万
は
、
王
屋
山
の
道
士
。【

】
語
注
参
照
。

44

韻
字
は
、「
玉
・
燭
」
で
入
声
二
沃
の
韻
。「
深
・
心
」
で
下
平
一
二
侵

の
韻
。「
土
・
魯
」
で
上
声
七
麌
の
韻
。「
東
・
風
」
で
上
平
一
東
の
韻
。「
石

・
伯
」
で
入
声
一
一
陌
の
韻
。「
生
・
兄
」
で
下
平
八
庚
の
韻
。「
去
・
處
」

で
去
声
六
御
の
韻
。「
初
・
車
」
で
上
平
六
魚
。「
命
・
病
」
で
去
声
二
四

敬
の
韻
。「
都
・
湖
」
で
上
平
七
虞
の
韻
。「
待
・
在
」
で
上
声
一
○
賄
の

韻
。「
間
・
山
」
で
上
平
一
五
刪
の
韻
。
五
言
古
詩
。

こ
の
詩
は
、【

】
に
対
す
る
留
別
の
詩
で
あ
ろ
う
。
併
せ
読
む
こ
と
で

44

理
解
が
深
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
李
白
の
詩
文
集
が
、
あ
え
て
魏
万
の
こ

の
詩
を
収
録
し
て
い
る
の
も
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
全
唐
詩
に
収
録
す
る
魏
万
の
詩
は
こ
れ
の
み
。

李
白
を
追
っ
て
江
南
を
旅
し
た
こ
と
を
い
い
、
そ
の
中
で
天
台
山
に
登
っ

た
こ
と
を
い
う
。
遍
歴
し
た
場
所
は
数
多
い
中
で
、
固
有
名
詞
と
し
て
天
台

山
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
魏
万
に
は
、
こ
の
山
が
彼
の
地
域
を
代
表
す

る
も
の
だ
と
の
認
識
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
描
写
は
「
雪
の
冬

に
天
台
山
に
登
り
、
そ
の
春
に
金
陵
に
行
っ
て
李
白
に
あ
っ
た
」
と
い
う
に

留
ま
り
、
天
台
山
に
関
す
る
具
体
的
な
描
写
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

Ｃ
神
山
と
し
て
の
天
台
山
を
詠
う
も
の
（
一
部
）

【

】
秋
夕
書
懷

秋
夕
に
懷
ひ
を
書
す

47

李
白

☆
前
集
等
収
録
せ
ず

★
全
唐
詩
巻
一
八
三
、
宋
本
巻
二
二
、
王
注
本
巻
二
四

■
本
文
と
訓
訳

北

風

吹

海

雁

北
風

海
雁
を
吹
き

南

渡

落

寒

聲

南
渡

寒
聲
を
落
と
す

感

此

瀟

湘

客

此
に
感
ず

瀟
湘
の
客

淒

其

流

浪

情

淒
其
た
り

流
浪
の
情

海

懷

結

滄

洲

海
を
懷
ひ
て
は
滄
洲
を
結
び

霞

想

遙

赤

城

霞
を
想
ひ
て
は
赤
城
遙
か
な
り

始

探

蓬

壺

事

始
め
て
蓬
壺
の
事
を
探
り
て
よ
り

旋

覺

天

地

輕

旋
た
天
地
の
輕
き
を
覺
ゆ

ま

澹

然

吟

高

秋

澹
然
と
し
て
高
秋
を
吟
じ
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閑

臥

瞻

太

清

閑
臥
し
て

太
清
を
瞻
る
み

蘿

月

掩

空

幕

蘿
月
は
空
幕
を
掩
ひ

松

霜

皓

前

楹

松
霜
は
前
楹
を
皓
く
す

し
ろ

滅

見

息

群

動

見
を
滅
し
て
群
動
を
息
め
や

獵

微

窮

至

精

微
を
獵
し
て
至
精
を
窮
む

桃

花

有

源

水

桃
花
に
源
水
有
り

可

以

保

吾

生

以
っ
て
吾
が
生
を
保
つ
べ
し

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

宋
本
を
底
本
と
す
る
。

題
に
、
宋
本
な
ど
は
「
一
作
秋
日
南
遊
書
懷
」
を
加
え
る
。

﹇
遙
﹈
全
唐
詩
作
遊
。﹇
閑
﹈
全
唐
詩
作
閒
。﹇
皓
﹈
全
唐
詩
・
王
注
本
作
結
。

■
語
注

○
淒
其
…
寒
く
寂
し
い
様
。「
詩
経
」
邶
風
・
緑
衣
に
「
絺
兮
綌
兮
、
凄
其
以
風
」
と
あ

る
。
○
息
群
動
…
陶
淵
明
「
飲
酒
」
に
「
日
入
群
動
息
」
と
あ
る
。
夜
に
な
っ
て
あ
ら

ゆ
る
生
き
物
が
活
動
を
停
止
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
自
ら
の
心
の
働
き
・
識
見
を
停

止
す
る
こ
と
で
、
欲
望
や
思
考
の
発
動
を
停
止
す
る
こ
と
と
取
っ
た
。

■
口
語
訳

北
風
が
海
浜
の
雁
に
吹
き
つ
け

雁
は
南
に
渡
っ
て
寒
々
と
し
た
声
を
放
つ

瀟
湘
を
さ
ま
よ
う
旅
人
は
そ
の
声
に
感
応
し

流
浪
を
傷
む
感
傷
に
迫
ら
れ
て
い
る

海
を
思
い
や
れ
ば
仙
境
で
あ
る
滄
洲
の
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ

霞
に
思
い
を
馳
せ
れ
ば
赤
城
山
が
遙
か
に
思
わ
れ
る

蓬
莱
山
と
い
っ
た
神
山
の
こ
と
を
探
訪
し
始
め
て
か
ら
は

こ
の
世
の
天
地
と
て
軽
い
も
の
だ
と
覚
っ
た

安
ら
か
に
、
た
け
な
わ
の
秋
を
吟
じ

心
静
か
に
う
ち
伏
し
て
天
空
を
眺
め
る

蔦
を
透
か
し
て
見
え
る
月
は
空
を
蔽
わ
ん
ば
か
り
に
広
が
り

松
に
置
く
霜
を
照
ら
し
て
は
見
前
の
柱
を
白
く
輝
か
せ
て
い
る

識
見
を
滅
却
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
心
の
活
動
を
停
止
し

精
微
の
道
を
の
み
追
い
求
め
て
、
至
精
の
境
地
を
極
め
る

桃
花
の
川
を
た
ど
っ
て
い
け
ば
、
そ
の
源
に
は
仙
境
が
あ
る

私
も
そ
こ
へ
至
っ
て
生
を
長
く
保
と
う

■
解
説

韻
字
は
、「
聲
・
情
・
城
・
輕
・
清
・
楹
・
精
・
生
」
で
、
下
平
八
庚
の

韻
。
五
言
古
詩
。

大
野
・
安
注
と
も
乾
元
二
年
（
七
五
九
）、
恩
赦
を
得
て
帰
還
す
る
途
中

の
作
と
す
る
。

遊
仙
指
向
の
詩
で
は
あ
る
が
、
大
野
が
「
深
い
悲
哀
感
は
見
ら
れ
」
ず
、

「
す
べ
て
の
詩
句
に
見
え
て
い
る
の
は
遊
仙
的
気
分
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と

い
う
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
仙
界
の
明
る
さ
や
、
あ
っ
け
ら
か
ん
と
し
た

昇
仙
へ
の
あ
こ
が
れ
は
こ
こ
に
は
な
い
。
悲
傷
観
が
漂
う
、
し
っ
と
り
と
し

た
、
閑
か
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
る
。

あ
こ
が
れ
の
仙
境
を
述
べ
る
の
だ
が
、
蓬
莱
山
の
前
触
れ
と
し
て
、
現
世

の
山
と
神
山
と
の
中
間
的
存
在
と
し
て
、
赤
城
山
が
滄
洲
と
並
ん
で
用
い
ら

れ
て
い
る
。
天
台
山
は
、
そ
こ
へ
到
達
し
た
い
神
仙
の
山
と
さ
れ
て
い
る
。

-88-



表
現
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
赤
城
山
が
霞
を
ま
と
う
の
は
例
の
通
り
で
、
常

套
的
で
は
あ
る
。
し
か
し
、「
現
前
の
海
浜
の
光
景
」
↓
「
滄
洲
」
↓
「
霞

む
赤
城
山
」
↓
「
蓬
莱
山
」
と
い
う
連
想
と
思
索
の
深
ま
り
は
、
ぎ
こ
ち
な

さ
が
無
く
、
円
熟
味
を
漂
わ
せ
て
い
る
と
い
う
の
は
主
観
的
に
過
ぎ
る
か
。

【

】
江
上
答
崔
宣
城

江
上
に
て
崔
宣
城
に
答
ふ

48

李
白

☆
前
集
別
集

★
全
唐
詩
巻
一
七
八
、
宋
本
巻
一
七
、
王
注
本
巻
一
九

■
本
文
と
訓
訳

太

華

三

芙

蓉

太
華
に
三
あ
り

芙
蓉

明

星

玉

女

峯

明
星

玉
女
峯

尋

仙

下

西

嶽

仙
を
尋
ね
て

西
嶽
を
下
り

陶

令

忽

相

逢

陶
令
に

忽
ち
相
ひ
逢
ふ

問

我

將

何

事

我
に
問
ふ

何
事
を
將
っ
て

も

湍

波

歴

幾

重

湍
波

幾
重
を
歴
た
る

貂

裘

非

季

子

貂
の
裘
は
季
子
に
非
ず

鶴

氅

似

王

恭

鶴
の
氅
は
王
恭
に
似
た
り

は
ね

謬

忝

燕

臺

召

謬

っ
て
燕
臺
の
召
を

忝

な
く
し

あ
や
ま

か
た
じ
け

而

陪

郭

隗

蹤

而
も
郭
隗
の
蹤
を
陪
す

水

流

知

入

海

水
流
れ
て

海
に
入
る
を
知
り

雲

去

或

從

龍

雲
去
り
て
或
い
は
龍
に
從
ふ

樹

繞

蘆

洲

月

樹
に
繞
る

蘆
洲
の
月

め
ぐ

山

鳴

鵲

鎭

鐘

山
に
鳴
る

鵲
鎭
の
鐘

還

期

如

可

訪

還
期

如
し
訪
ふ
べ
く
ん
ば

台

嶺

蔭

長

松

台
嶺

長
松
に
蔭
せ
ら
れ
ん

か
げ

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

﹇
歴
﹈
底
本
空
格
。
倣
宋
本
補
。﹇
繞
﹈
底
本
作
色
。
倣
宋
本
・
全
唐
詩
・
王
注
本
改
繞
。

﹇
蘆
﹈
底
本
作
曉
。
倣
宋
本
・
全
唐
詩
・
王
注
本
改
蘆
。

■
語
注

○
崔
宣
城
…
宣
城
は
安
徽
省
の
県
名
。
そ
こ
の
長
官
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
名
は

欽
、
そ
れ
以
外
は
不
詳
。
李
白
「
趙
公
西
侯
新
亭
頌
」（「
全
唐
文
」
巻
三
四
八
）
に
「
惟

十
有
四
載
…
…
宣
城
令
崔
欽
」
と
あ
る
。
李
白
に
「
經
亂
後
、
將
避
地
剡
中
、
留
贈
崔

宣
城
」（
宋
本
巻
一
一
）
が
あ
る
。
○
陶
令
…
陶
淵
明
。
崔
某
に
重
ね
る
。
○
季
子
…
戦

国
時
代
の
遊
説
家
蘇
秦
。「
戦
国
策
」
趙
策
に
、
李
克
が
蘇
秦
に
黒
貂
の
裘
を
贈
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
蘇
秦
は
秦
に
入
国
で
き
た
と
い
う
話
を
載
せ
る
。
○
王
恭
…
東
晋
の
名
士
。

「
晋
書
」
王
恭
伝
に
は
、
彼
が
鶴
の
羽
根
で
作
っ
た
衣
を
着
て
雪
の
中
を
歩
い
て
い
る

と
、
人
が
「
こ
れ
こ
そ
神
仙
だ
」
と
嘆
じ
た
と
い
う
話
を
載
せ
る
。
○
燕
臺
…
戦
国
時

代
、
燕
王
が
賢
者
を
招
く
た
め
に
作
ら
せ
た
台
。
○
郭
隗
…
い
わ
ゆ
る
「
隗
よ
り
始
め

よ
」
の
人
物
。
○
雲
去
或
從
龍
…
「
易
」
乾
に
「
雲
從
龍
、
風
從
虎
」
と
あ
る
。
同
類

感
応
の
喩
え
。
○
蘆
州
・
鵲
鎭
…
宣
城
あ
た
り
の
地
名
。
○
台
嶺
蔭
長
松
…
孫
綽
「
遊

天
台
山
賦
」
に
「
蔭
落
落
之
長
松
」
と
あ
る
。

■
口
語
訳

太
華
山
に
は
三
つ
の
峯
が
あ
り
、
芙
蓉
峯

明
星
峯
、
玉
女
峯
で
あ
る
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私
は
仙
人
を
尋
ね
て
西
岳
華
山
を
訪
れ
て
か
ら
下
山
す
る
と

陶
淵
明
の
如
き
お
方
に
ば
っ
た
り
お
会
い
し
た

そ
の
方
は
私
に
問
わ
れ
た
、
ど
う
し
て

幾
重
も
の
さ
ざ
波
を
越
え
て
い
ら
し
た
の
で
す
か
と

私
は
蘇
秦
の
よ
う
な
貂
の
裘
を
着
て
、
世
間
的
な
成
功
を
求
め
て
い
る
訳
で

は
な
く

王
恭
の
よ
う
に
鶴
の
羽
根
を
纏
っ
て
神
仙
の
よ
う
に
振
る
舞
い
た
い
の
で
す

し
か
し
こ
の
度
、
君
王
か
ら
の
招
聘
を
受
け
る
こ
と
と
な
り

郭
隗
が
登
用
さ
れ
た
跡
を
追
う
よ
う
に
出
世
し
て
い
く
か
も
知
れ
な
い

水
は
流
れ
て
い
き
、
最
後
は
海
に
入
る
こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る

雲
が
龍
に
従
う
よ
う
に
、
結
局
は
有
能
の
士
は
君
王
に
採
用
さ
れ
る
の
だ

お
り
し
も
蘆
州
で
は
木
々
を
月
が
廻
る
よ
う
に
照
ら
し

鵲
鎮
か
ら
の
鐘
の
音
が
山
間
に
響
い
て
い
る

（
私
は
こ
れ
か
ら
出
発
す
る
が
）
帰
っ
て
来
た
と
き
に
君
を
訪
ね
る
こ
と
が

で
き
た
な
ら

一
緒
に
天
台
山
へ
登
り
、
長
い
松
並
木
の
陰
で
憩
い
ま
し
ょ
う

■
解
説

韻
字
は
、「
蓉
・
峯
・
逢
・
重
・
恭
・
蹤
・
龍
・
鐘
・
松
」
で
、
上
平
二

冬
の
韻
。
五
言
排
律
。

大
野
は
至
徳
元
年
（
七
五
六
）
の
作
と
し
、
安
注
は
天
宝
一
二
年
（
七
五

三
）
の
作
と
す
る
。

嵩
山
か
ら
下
山
し
、
出
会
っ
た
人
に
、
こ
れ
か
ら
君
王
に
登
用
さ
れ
る
こ

と
告
げ
、
功
成
り
名
遂
げ
た
後
に
、
一
緒
に
隠
棲
し
ま
し
ょ
う
と
述
べ
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
自
分
の
才
能
を
高
く
評
価
し
て
い
て
、
成
功
を
疑
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
は
、
李
白
ら
し
い
。
天
宝
の
始
め
の
作
か
、
永
王
に
声
を
掛

け
ら
れ
た
折
の
作
か
。
小
躍
り
す
る
よ
う
な
喜
び
を
爆
発
さ
せ
て
い
る
訳
で

は
な
い
の
で
、
後
者
だ
ろ
う
か
。

こ
の
詩
で
は
、
成
功
を
収
め
た
後
に
隠
棲
す
る
場
所
と
し
て
天
台
山
を
あ

げ
て
い
る
。
簡
略
な
描
写
し
か
な
い
の
で
詳
し
い
考
察
は
で
き
な
い
が
、
あ

ざ
や
か
な
仙
境
の
描
写
は
な
く
、
閑
か
な
隠
遁
生
活
を
送
る
場
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
一
応
Ｃ
に
入
れ
た
が
、
仙
気
に
は
乏
し
い
。

Ｄ
山
岳
を
描
く
絵
画
に
関
わ
る
も
の

【

】
塋
禪
師
房
觀
山
海
圖

49

塋
禪
師
の
房
に
て
山
海
の
圖
を
觀
る

李
白

☆
前
集
等
収
録
せ
ず

★
全
唐
詩
巻
一
八
三
、
宋
本
巻
二
○
、
王
注
本
巻
二
○

■
本
文
と
訓
訳

眞

僧

閉

精

宇

眞
僧

精
宇
を
閉
じ

滅

跡

含

達

觀

跡
を
滅
し
て

達
觀
を
含
む

列

嶂

圖

雲

山

列
せ
し
嶂
に

雲
山
を
圖
し

攢

峯

入

霄

漢

攢
ま
る
峯
は

霄
漢
に
入
る

あ
つ

丹

崖

森

在

目

丹
崖

森
と
し
て
目
に
在
り

清

晝

疑

巻

幔

清
晝
に

幔
を
巻
く
か
と
疑
ふ

蓬

壺

來

軒

牕

蓬
壺

軒
牕
に
來
た
り

瀛

海

入

几

案

瀛
海

几
案
に
入
る
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煙

濤

爭

噴

薄

煙
濤

爭
ひ
て
噴
薄
し

島

嶼

相

凌

亂

島
嶼

相
ひ
凌
亂
す

征

帆

飄

空

中

征
帆

空
中
に
飄
り

瀑

水

灑

天

半

瀑
水

天
半
に
灑
ぐ

崢

嶸

若

可

陟

崢
嶸
と
し
て

陟
る
べ
き
が
若
く

想

像

徒

盈

歎

想
像
し

徒
に
盈
歎
す

た
だ

杳

與

眞

心

冥

杳
と
し
て
眞
心
と
冥
く

く
ら

遂

諧

靜

者

玩

遂
に
靜
者
の
玩
に
諧
ふ

如

登

赤

城

裏

赤
城
の
裏
に
登
る
が
如
く

掲

歩

滄

洲

畔

掲
げ
て
滄
洲
の
畔
を
歩
む
が
ご
と
し

即

事

能

娯

人

事
に
即
し
能
く
人
を
娯
し
ま
し
め

從

茲

得

蕭

散

茲
れ
よ
り
蕭
散
を
得
ん

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

宋
本
を
底
本
と
す
る
。

﹇
牕
﹈
全
唐
詩
・
王
注
本
作
窗
。﹇
蕭
﹈
全
唐
詩
作
消
。

■
語
注

○
塋
禪
師
…
不
詳
。
○
滄
洲
…
東
海
の
彼
方
に
あ
る
と
さ
れ
た
神
山
で
、
隠
者
の
住
ま

い
も
か
く
言
う
。
○
即
事
…
そ
の
場
の
で
き
ご
と
、
そ
の
場
の
光
景
。
○
蕭
散
…
し
ず

か
で
ひ
っ
そ
り
と
し
た
様
。
ま
た
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
こ
だ
わ
り
の
な
い
様
。

■
口
語
訳

真
の
僧
で
あ
る
塋
禅
師
は
寺
院
の
中
に
閉
じ
籠
も
り

そ
の
姿
を
俗
世
間
か
ら
全
く
消
し
去
り
、
達
観
の
境
地
に
お
ら
れ
る

（
禅
師
の
部
屋
に
は
）
山
脈
の
よ
う
に
並
ん
だ
屏
風
に
雲
や
山
が
描
か
れ

そ
の
峯
々
は
天
の
河
に
突
き
入
ら
ん
ば
か
り

赤
い
崖
に
木
々
が
生
い
茂
る
の
が
目
に
見
え

清
ら
か
な
昼
間
に
幔
幕
を
張
り
巡
ら
し
た
か
の
よ
う

神
山
の
蓬
壺
山
が
軒
端
に
来

仙
境
の
瀛
海
が
机
の
す
ぐ
側
ま
で
迫
っ
て
い
る

煙
る
波
が
争
い
迫
り

島
々
が
そ
れ
と
せ
め
ぎ
あ
っ
て
い
る

海
上
を
行
く
船
の
帆
が
空
高
く
翻
り

滝
の
よ
う
な
し
ぶ
き
が
天
の
半
ば
か
ら
降
り
注
い
で
い
る

そ
の
険
し
い
山
々
は
ま
る
で
歩
い
て
登
れ
る
か
の
よ
う
だ
が

（
そ
れ
は
叶
わ
ず
）
想
像
し
て
嘆
息
す
る
ば
か
り

こ
の
絵
の
奥
深
さ
は
真
の
心
と
微
か
に
符
合
し

ま
っ
た
く
静
寂
を
好
む
者
の
弄
び
物
と
し
て
最
適
で
あ
る

（
こ
の
絵
を
眺
め
て
い
る
と
）
あ
の
霊
峰
赤
城
山
に
登
っ
た
か
の
よ
う
で

衣
を
掲
げ
て
の
あ
た
り
を
歩
い
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る

こ
の
場
に
見
え
る
光
景
は
人
を
娯
し
ま
せ
る
も
の
な
の
で

こ
こ
ろ
を
静
か
に
さ
せ
る
も
の
と
な
る
の
だ

■
解
説

韻
字
は
、
去
声
一
五
翰
と
上
平
一
四
寒
と
で
通
韻
か
。「
觀
・
漢
・
幔
・

案
・
亂
・
半
・
歎
・
玩
・
畔
」
で
翰
、「
散
」
で
寒
の
韻
。
五
言
古
詩
。

李
白
に
「
秋
夜
宿
龍
門
香
山
寺
、
奉
寄
王
方
城
十
七
丈
・
奉
國
塋
上
人
・

從
弟
幼
成
・
令
聞
」
の
詩
が
あ
り
（
宋
本
巻
一
二
）、
宋
本
の
題
下
に
「
洛

陽
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
洛
陽
滞
在
時
の
作
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
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る
。
当
該
詩
も
同
じ
頃
の
も
の
と
推
測
さ
れ
、
大
野
氏
は
開
元
二
二
年
（
七

三
四
）、
安
注
は
同
二
四
年
（
七
三
六
）
の
作
と
す
る
。

禅
師
の
房
に
飾
ら
れ
て
い
る
山
海
の
絵
画
を
眺
め
、
そ
の
絵
を
称
讃
す
る

詩
。「
如
登
赤
城
裏
，
掲
歩
滄
洲
畔
」
の
句
が
あ
っ
て
、
天
台
山
の
赤
城
山

が
、
遊
仙
先
の
代
表
と
し
て
、
神
仙
或
い
は
隠
者
の
住
ま
い
で
あ
る
滄
洲
と

並
ん
で
登
場
し
て
い
る
。
六
朝
以
来
の
、
神
山
と
し
て
の
天
台
山
像
で
あ
る
。

【

】
當
塗
趙
炎
少
府
粉
圖
山
水
歌

50

當
塗
の
趙
炎
少
府
の
粉
圖
山
水
の
歌

李
白

☆
前
集
等
収
録
せ
ず

★
文
苑
巻
三
三
九
、
全
唐
詩
巻
一
六
七
、
宋
本
巻
七
、
王
注
本
巻
八

■
本
文
と
訓
訳

峨

眉

高

出

西

極

天

峨
眉
は
高
く
西
極
の
天
に
出
で

羅

浮

直

與

南

溟

連

羅
浮
は
直
ち
に
南
溟
と
連
な
る

名

工

繹

思

揮

彩

筆

名
工

繹
ね
思
ひ
て
彩
筆
を
揮
ひ

た
ず

驅

山

走

海

置

眼

前

山
を
驅
り
海
を
走
ら
せ
て
眼
前
に
置
く

滿

堂

空

翠

如

可

掃

滿
堂
の
空
翠

掃
ふ
べ
き
が
如
く

赤

城

霞

氣

蒼

梧

煙

赤
城
の
霞
氣

蒼
梧
の
煙

洞

庭

瀟

湘

意

渺

緜

洞
庭

瀟
湘

意
は
渺
緜

三

江

七

澤

情

洄

沿

三
江

七
澤

情
は
洄
沿
す

驚

濤

洶

湧

向

何

處

驚
濤

洶
湧
す

何
れ
の
處
に
向
か
ひ

孤

舟

一

去

迷

歸

年

孤
舟

一
た
び
去
り
て

歸
年
に
迷
ふ

征

帆

不

動

亦

不

旋

征
帆

動
か
ず

亦
た
旋
ら
ず

飄

如

隨

風

落

天

邊

飄
如
と
し
て
風
に
隨
ひ

天
邊
に
落
つ

心

搖

目

斷

興

難

盡

心
は
搖
れ

目
は
斷
へ

興
盡
き
難
く

幾

時

可

到

三

山

巓

幾
時
か
到
る
べ
き

三
山
の
巓

西

峯

崢

嶸

噴

流

泉

西
峯

崢
嶸
た
り
て

流
泉
を
噴
き

橫

石

蹙

水

波

潺

湲

橫
石

水
を

蹙

り

波

潺
湲
た
り

さ
え
ぎ

せ
ん
か
ん

東

崖

合

沓

蔽

輕

霧

東
崖

合
沓
と
し
て

輕
霧
に
蔽
は
れ

深

林

雜

樹

空

芊

緜

深
林

雜
樹

空
し
く
芊
緜
た
り

此

中

冥

昧

失

晝

夜

此
の
中

冥
昧
に
し
て
晝
夜
を
失
へ
ど
も

隱

机

寂

聽

無

鳴

蝉

机
に
隱
り
て
寂
か
に
聽
く
無
鳴
の
蝉

長

松

之

下

列

羽

客

長
松
の
下

羽
客
を
列
ね

對

坐

不

語

南

昌

仙

對
坐
し
語
ら
ず

南
昌
の
仙

南

昌

仙

人

趙

夫

子

南
昌
の
仙
人

趙
夫
子

妙

年

歴

落

青

雲

士

妙
年

歴
落
た
り

青
雲
の
士

訟

庭

無

事

羅

衆

賓

訟
庭

事
無
く

衆
賓
を
羅
ね

つ
ら

杳

然

如

在

丹

青

裏

杳
然
と
し
て
丹
青
の
裏
に
在
る
が
如
し

五

色

粉

圖

安

足

珍

五
色
の
粉
圖

安
く
ん
ぞ
珍
と
す
る
に
足

ら
ん

眞

山

可

以

全

吾

身

眞
山

以
て
吾
が
身
を
全
う
す
べ
し

若

待

功

成

拂

衣

去

若
し
功
成
る
を
待
ち
て
、
衣
を
拂
ひ
て
去

ら
ん
と
せ
ば

武

陵

桃

花

笑

殺

人

武
陵
の
桃
花

人
を
笑
殺
せ
ん
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■
文
字
の
異
同
と
校
勘

宋
本
を
底
本
と
す
る
。

﹇
高
出
﹈
文
苑
作
西
出
。﹇
西
極
﹈
文
苑
作
高
極
。﹇
工
﹈
全
唐
詩
作
公
。﹇
繹
﹈
文
苑
作

逸
。﹇
揮
﹈
文
苑
作
輝
。﹇
彩
﹈
王
注
本
作
綵
。﹇
驅
﹈
文
苑
作
馳
。﹇
滿
﹈
文
苑
作
蒲
。﹇
可
﹈

文
苑
作
何
。﹇
霞
﹈
文
苑
作
日
。﹇
峯
﹈
文
苑
作
風
。﹇
蔽
﹈
文
苑
作
開
。﹇
緜
﹈
文
苑
作

眠
。﹇
青
﹈
文
苑
作
霄
。﹇
山
﹈
全
唐
詩
作
仙
。

■
語
注

○
當
塗
…
今
の
安
徽
省
当
塗
県
。
○
趙
炎
…
不
詳
。
李
白
に
「
寄
當
塗
趙
少
府
炎
」（
宋

本
巻
一
二
）、「
送
當
塗
趙
少
府
赴
長
蘆
」（
宋
本
巻
一
四
）
が
あ
る
。
○
少
府
…
県
尉
。

○
峨
眉
…
蜀
の
名
山
峨
嵋
山
。
○
羅
浮
…
南
海
沿
い
の
霊
山
。
○
空
翠
…
山
上
の
空
に

近
い
と
こ
ろ
の
輝
く
よ
う
な
緑
。
謝
霊
運
「
過
白
岸
亭
詩
」（「
古
詩
紀
」
巻
四
八
）
に

「
空
翠
難
強
名
、
漁
釣
易
爲
曲
」
と
あ
る
。
○
蒼
梧
…
湖
南
省
の
山
。【

】
参
照
。
○

44

洞
庭
…
洞
庭
湖
あ
た
り
。
○
瀟
湘
…
洞
庭
湖
の
南
の
瀟
水
・
湘
水
あ
た
り
。
○
三
江
…

三
筋
の
江
。
異
説
多
し
。
○
七
澤
…
司
馬
相
如
「
子
虚
賦
」（「
文
選
」
巻
七
）
に
「
楚

有
七
澤
」
と
あ
る
。
○
洄
沿
…
謝
霊
運
「
過
始
寧
墅
」（「
文
選
」
巻
二
六
）
に
「
水
渉

盡
洄
沿
」
と
あ
る
。
○
合
沓
…
高
く
大
き
い
様
。
謝
朓
「
敬
亭
山
詩
」（「
文
選
」
巻
二

七
）
に
「
合
沓
與
雲
斉
」
と
あ
る
。
○
芊
緜
…
草
木
が
鬱
蒼
と
茂
る
様
。
謝
霊
運
「
山

居
賦
」（「
宋
書
」
巻
六
七
謝
霊
運
伝
）
に
「
孤
岸
竦
秀
、
長
洲
芊
緜
」
と
あ
る
。
○
南

昌
仙
…
「
漢
書
」
梅
福
伝
に
、
梅
福
は
南
昌
の
尉
と
な
っ
た
が
、
の
ち
昇
仙
し
た
と
い

う
話
を
載
せ
る
。
○
歴
落
…
磊
落
に
同
じ
。
心
が
さ
っ
ぱ
り
し
て
る
こ
と
。
○
丹
青
…

絵
画
。
○
武
陵
桃
花
…
陶
淵
明
「
桃
花
源
記
」
を
踏
ま
え
る
。

■
口
語
訳

峨
嵋
山
は
西
の
果
て
と
も
言
う
べ
き
蜀
の
地
に
天
高
く
聳
え

羅
浮
山
は
南
の
冥
海
と
直
に
つ
な
が
っ
て
い
る

名
工
が
思
い
を
凝
ら
し
て
絵
筆
を
揮
い

山
を
追
い
立
て
、
海
を
走
ら
せ
て
、
こ
こ
眼
前
に
置
い
て
い
る

部
屋
い
っ
ぱ
い
の
緑
は
手
で
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で

赤
城
山
に
か
か
る
霞
や
、
蒼
梧
山
を
包
む
靄
が
た
ち
こ
め
る

洞
庭
湖
や
瀟
水
湘
水
の
水
を
見
て
は
思
い
は
果
て
な
く

三
江
や
七
澤
の
間
を
気
持
ち
が
溯
っ
て
い
く

逆
巻
く
大
波
は
わ
き
上
が
り
、
い
っ
た
い
ど
こ
へ
向
か
う
の
だ
ろ
う
か

た
だ
一
艘
の
小
舟
が
浮
か
ん
で
い
く
が
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
戻
っ
て
く
る
の

だ
ろ
う

行
く
船
の
帆
は
動
か
な
い
し
、
ま
た
廻
る
こ
と
も
し
な
い
が

飄
々
と
風
に
漂
い
、
天
の
果
て
ま
で
流
れ
て
い
く
の
か

（
そ
の
小
舟
に
乗
れ
ば
）
心
は
揺
れ
動
き
目
は
見
え
な
く
な
っ
て
も
、
興
趣

は
尽
き
ず

何
時
の
日
か
、
海
中
の
三
神
山
に
も
至
れ
る
こ
と
だ
ろ
う

西
の
峯
は
険
し
く
滝
を
噴
き
上
げ

横
た
わ
る
石
が
水
を
遮
り
、
波
は
ざ
あ
ざ
あ
と
音
を
立
て
る

東
の
崖
は
高
く
聳
え
て
細
や
か
な
霧
に
蔽
わ
れ

雑
樹
を
交
え
た
深
い
山
が
鬱
蒼
と
し
て
い
る

こ
の
世
界
は
薄
暗
く
、
昼
夜
の
別
も
分
か
ち
が
た
い
が

机
に
寄
り
か
か
っ
て
静
か
に
し
て
い
る
と
、
聞
こ
え
な
い
は
ず
の
蝉
の
鳴
き

声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ

長
い
松
並
木
の
下
に
は
仙
人
が
並
び

対
座
し
て
何
も
語
ら
ず
に
い
る
の
は
南
昌
の
仙
人
梅
福
だ
ろ
う
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そ
の
梅
福
の
如
き
趙
先
生
は

年
若
い
の
に
心
が
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
高
徳
の
士
だ

彼
が
治
め
る
地
で
は
訴
訟
事
は
無
く
、
多
く
の
賓
客
が
列
を
作
り

ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
て
ま
る
で
絵
画
の
中
に
い
る
か
の
よ
う

五
色
の
絵
の
具
を
使
っ
た
あ
ざ
や
か
な
絵
画
は
珍
し
く
も
な
い
が

こ
の
絵
に
描
か
れ
る
真
な
る
山
こ
そ
我
が
身
を
ゆ
だ
ね
全
う
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い

も
し
功
績
を
あ
げ
て
か
ら
隠
遁
し
よ
う
な
ど
と
ぐ
ず
ぐ
ず
考
え
て
い
た
ら

武
陵
の
桃
花
に
笑
わ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う

■
解
説

韻
字
は
、「
天
・
連
・
前
・
煙
・
沿
・
年
・
邊
・
巓
・
湲
・
緜
・
蝉
・
仙
」

で
、
下
平
一
先
の
韻
。「
子
・
士
・
裏
」
で
、
上
声
四
紙
の
韻
。「
珍
・
身

・
人
」
で
、
上
平
一
一
真
の
韻
。
七
言
古
詩
。
武
部
筑
摩
に
訳
注
あ
り
。

大
野
・
安
注
は
天
宝
一
四
年
（
七
五
五
）
の
作
と
す
る
。

趙
炎
な
る
人
物
が
描
い
た
山
川
の
絵
画
に
賦
し
た
も
の
。
眺
め
て
い
る
内

に
絵
画
の
中
に
入
っ
て
い
っ
て
、
蝉
の
声
を
聞
い
た
り
、
神
仙
に
で
あ
っ
た

り
す
る
。
そ
の
連
想
か
ら
絵
を
描
い
た
趙
炎
を
神
仙
に
重
ね
合
わ
せ
て
褒
め

上
げ
て
い
る
。

絵
画
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
を
歌
う
中
で
、峨
嵋
山
・
羅
浮
山
に
次
い
で
、

赤
城
山
と
蒼
梧
山
が
登
場
す
る
。
赤
と
蒼
と
い
っ
た
色
彩
語
の
対
比
の
た
め

の
登
場
で
、
赤
城
山
は
お
定
ま
り
の
霞
を
伴
っ
て
い
る
。
絵
画
に
描
か
れ
た

神
山
と
し
て
の
天
台
山
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

【

】
同
族
弟
金
城
尉
叔
卿
燭
照
山
水
壁
畫
歌

51

族
弟
の
金
城
の
尉
叔
卿
と
同
に
、
燭
も
て
山
水
壁
畫
を
照
ら
す
の
歌

李
白

☆
前
集
等
収
録
せ
ず

★
文
苑
巻
三
三
九
、
全
唐
詩
巻
一
六
六
、
宋
本
巻
六
、
王
注
本
巻
七

■
本
文
と
訓
訳

高

堂

粉

壁

圖

蓬

瀛

高
堂
の
粉
壁
に

蓬
瀛
を
圖
し

燭

前

一

見

滄

洲

清

燭
前

一
た
び
見
れ
ば

滄
洲
清
し

洪

波

洶

湧

山

崢

嶸

洪
波

洶
湧
し

山
は
崢
嶸

皎

若

丹

丘

隔

海

望

赤

城

皎
と
し
て
丹
丘
の
海
を
隔
て
赤
城

を
望
む
が
若
し

光

中

乍

喜

嵐

氣

滅

光
中

乍

ち
喜
ぶ

嵐
氣
の
滅
す
る
を

た
ち
ま

謂

逢

山

陰

晴

後

雪

山
陰
に
晴
後
の
雪
に
逢
ひ
た
る
か
と
謂
ふ

迴

谿

碧

流

寂

無

喧

迴
谿
の
碧
流

寂
と
し
て
喧
び
す
し
き
無

く

又

如

秦

人

月

下

窺

花

源

又

秦
人
の
月
下
に
花
源
を
窺
う

が
如
し

了

然

不

覺

清

心

魂

了
然

覺
え
ず
心
魂
清
み

祇

將

疊

嶂

鳴

秋

猿

祇
だ
將
に
、
疊
嶂
に
秋
猿
の
鳴
か
ん
と
す

た

ま
さ

與

君

對

此

歡

未

歇

君
と
此
に
對
す
れ
ば
歡
び
未
だ
歇
き
ず
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放

歌

行

吟

達

明

發

放
歌

行
吟

明
發
に
達
す

却

顧

海

客

揚

雲

帆

却
っ
て
顧
み
る

海
客

雲
帆
を
揚
ぐ
る

を

便

欲

因

之

向

溟

渤

便
ち
之
に
因
り
て
溟
渤
に
向
か
は
ん
と
欲

す

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

宋
本
を
底
本
と
す
る
。

﹇
清
﹈
文
苑
作
情
。﹇
洪
波
洶
湧
﹈
文
苑
作
洪
洶
波
湧
。﹇
喜
﹈
文
苑
作
言
。﹇
谿
﹈
文
苑

・
全
唐
詩
作
溪
。﹇
歡
﹈
文
苑
作
心
。﹇
行
﹈
文
苑
作
閑
。

■
語
注

○
金
城
…
京
兆
府
の
金
城
県
。
今
の
陝
西
省
興
平
県
。
○
叔
卿
…
人
名
に
よ
れ
ば
、
工

部
侍
郎
李
適
の
子
で
、
字
は
万
。
天
宝
六
年
頃
に
卒
。
ま
た
詹
注
に
よ
れ
ば
、
李
叔
卿

に
は
文
集
が
あ
り
、「
全
唐
詩
」
巻
七
七
六
に
所
収
の
「
李
叔
卿
詩
二
首
」
が
そ
の
一
部

か
も
知
れ
な
い
と
い
う
。
○
丹
丘
…
仙
境
の
一
つ
で
昼
夜
を
通
し
て
明
る
い
と
い
う
。「
楚

辞
」
遠
遊
に
「
仍
羽
人
於
丹
丘
兮
、
留
不
死
之
舊
郷
」
と
あ
る
。
○
秦
人
…
陶
淵
明
「
桃

花
源
記
」
で
は
、
桃
源
郷
に
棲
む
人
々
は
秦
の
圧
政
を
避
け
て
そ
こ
へ
入
っ
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
○
明
發
…
夜
明
け
。

■
口
語
訳

立
派
な
お
屋
敷
の
白
壁
に
蓬
莱
・
瀛
州
が
描
か
れ

灯
を
と
も
し
て
眺
め
れ
ば
滄
洲
が
清
ら
か
で
あ
っ
た

大
波
が
湧
き
起
こ
り
、
山
々
は
険
し
く

白
く
あ
ざ
や
か
で
あ
る
こ
と
は
、
光
を
放
つ
丹
丘
が
、
海
を
隔
て
て
赤
く
霞

む
赤
城
山
に
向
か
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る

灯
の
光
の
中
で
、
山
の
靄
が
ふ
っ
と
消
え
る
の
に
喜
び
を
感
じ

山
の
北
側
の
消
え
残
っ
た
雪
を
見
た
の
か
と
思
っ
て
し
ま
っ
た

廻
る
谷
川
の
碧
の
流
れ
は
、
ひ
っ
そ
り
と
し
て
せ
せ
ら
ぎ
も
聞
こ
え
ず

秦
代
の
人
々
が
月
下
で
桃
源
郷
を
捜
し
、
窺
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ

こ
の
明
か
な
世
界
に
接
し
て
い
つ
の
間
に
か
心
魂
が
清
め
ら
れ

重
な
る
山
々
の
彼
方
か
ら
秋
の
猿
の
声
が
聞
こ
え
く
る
か
の
よ
う
だ

君
と
一
緒
に
こ
の
絵
に
対
す
れ
ば
喜
び
は
尽
き
ず

声
高
に
歌
い
、
そ
ぞ
ろ
歩
き
な
が
ら
吟
じ
て
、
夜
明
け
に
至
っ
た

そ
し
て
再
び
振
り
返
っ
て
絵
を
見
れ
ば
、
海
に
浮
か
ぶ
旅
人
が
雲
な
す
帆
を

掲
げ
て
い
る
で
は
な
い
か

そ
こ
で
私
も
そ
れ
に
乗
せ
て
も
ら
い
、
共
に
大
海
原
に
船
出
し
よ
う

■
解
説

韻
字
は
、「
瀛
・
清
・
嶸
・
城
」
で
、
下
平
八
庚
の
韻
。「
滅
・
雪
」
で
、

入
声
九
屑
の
韻
。「
喧
・
源
・
猿
」
で
、
上
平
一
三
元
の
韻
。「
歇
・
發
・

渤
」
で
、
入
声
六
月
の
韻
。
長
短
句
古
詩
。
こ
の
詩
の
み
、
韻
字
に
よ
ら
ず
、

一
句
の
語
数
と
内
容
か
ら
段
落
わ
け
を
し
た
。
武
部
筑
摩
に
訳
注
あ
り
。

安
注
は
天
宝
二
年
（
七
四
三
）
の
作
と
し
、
大
野
は
不
詳
と
す
る
。

こ
の
詩
で
は
屈
託
無
く
、
遊
仙
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
絵
画
中

の
光
景
だ
が
、
赤
い
霞
に
包
ま
れ
た
、
例
の
赤
城
山
が
描
か
れ
る
。
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【

】
求
崔
山
人
百
丈
崖
瀑
布
圖

52

崔
山
人
に
百
丈
崖
瀑
布
圖
を
求
む

李
白

☆
許
本
巻
八

★
全
唐
詩
巻
一
八
三
、
宋
本
巻
二
三
、
王
注
本
巻
二
四

■
本
文
と
訓
訳

百

丈

素

崖

裂

百
丈

素
崖
裂
け

四

山

丹

壁

開

四
山

丹
壁
開
く

龍

潭

中

噴

射

龍
潭

中
に
噴
射
し

晝

夜

生

風

雷

晝
夜

風
雷
を
生
ず

但

見

瀑

泉

落

但
だ
見
る

瀑
泉
の
落
つ
る
を

如

潨

雲

漢

來

潨
の
雲
漢
よ
り
來
る
が
如
し

聞

君

寫

眞

圖

聞
く
君
の
寫
眞
の
圖

島

嶼

備

縈

迴

島
嶼

備
に
縈
迴
す
と

石

黛

刷

幽

草

石
黛

幽
草
を
刷
し

曾

青

澤

古

苔

曾
青

古
苔
に
澤
せ
よ

幽

緘

儻

相

傳

幽
緘

儻
し
相
ひ
傳
ふ
れ
ば

何

必

向

天

台

何
ぞ
必
ず
し
も
天
台
に
向
か
は
ん

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

宋
本
を
底
本
と
す
る
。

■
語
注

○
崔
山
人
…
あ
ま
り
分
か
ら
な
い
が
、
詹
注
は
明
銭
謙
益
の
「
跋
郭
純
『
蒼
松
圖
巻
』」

の
「
崔
鞏
、
爲
李
白
所
重
。
白
作
『
求
崔
山
人
百
丈
崖
瀑
布
圖
』、
詩
以
賛
之
。
鞏
字
若

思
、
蜀
人
。
天
寶
中
居
長
安
、
與
鄭
廣
文
交
。
善
畫
松
・
馬
」
を
引
く
。
○
百
丈
崖
…

徐
霊
府
「
天
台
山
記
」
に
、
天
台
観
の
西
に
瀑
布
寺
が
あ
る
と
い
い
、「
寺
北
一
里
有
巖
、

高
百
丈
、
名
百
丈
巖
、
巖
下
靈
溪
」（
３
）

と
あ
る
。
天
台
県
城
か
ら
西
北
に
あ
る
、
今
に

残
る
天
台
山
の
名
勝
の
ひ
と
つ
。
○
龍
潭
…
【

】
で
は
嵩
山
近
辺
に
あ
る
と
あ
っ
た
。

44

後
世
の
資
料
で
は
、
天
台
山
に
も
龍
潭
の
名
が
見
え
る
。
龍
の
名
を
冠
し
た
河
川
や
湖

沼
は
各
地
に
存
し
た
の
だ
ろ
う
。
○
石
黛
…
黒
の
絵
の
具
。
○
曾
青
…
青
の
絵
の
具
。

○
幽
緘
…
手
紙
な
ど
に
封
を
す
る
こ
と
。
風
景
を
絵
画
に
封
じ
込
め
る
と
い
う
解
釈
も

成
り
立
つ
（
大
野
）
が
、
こ
こ
で
は
、
単
純
に
絵
画
を
封
緘
し
て
贈
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
と
取
っ
た
。

■
口
語
訳

百
丈
巌
の
白
い
崖
は
裂
け

四
方
に
赤
い
絶
壁
が
開
け
て
い
る

龍
潭
が
壁
の
中
か
ら
噴
出
し
て
い
て

昼
夜
を
問
わ
ず
、
激
し
い
風
や
雷
の
よ
う
な
響
き
を
立
て
て
い
る

実
際
に
は
滝
が
落
ち
て
く
る
の
を
見
て
い
る
の
だ
が

あ
た
か
も
落
ち
あ
っ
た
水
が
天
の
河
か
ら
下
っ
て
き
て
い
る
か
の
よ
う
だ

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
君
は
真
実
の
姿
を
写
し
取
る
絵
画
を
描
き

そ
こ
に
は
島
々
の
姿
ま
で
完
璧
に
描
か
れ
る
と
か

ど
う
か
黒
の
絵
の
具
で
奥
深
い
草
を
描
い
て
い
た
だ
き

青
の
絵
の
具
で
、
古
い
苔
に
潤
い
を
与
え
て
く
だ
さ
い

そ
う
し
て
描
か
れ
た
絵
画
を
封
し
て
私
に
送
っ
て
く
れ
た
な
ら
ば

ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
天
台
山
ま
で
足
を
運
ぶ
必
要
が
あ
ろ
う
か

-96-



■
解
説

韻
字
は
、「
開
・
雷
・
來
・
廻
・
苔
・
台
」
で
、
上
平
一
○
灰
の
韻
。
五

言
排
律
。

安
注
は
天
宝
六
年
（
七
四
七
）
と
し
、
大
野
は
不
詳
と
す
る
。

崔
山
人
が
描
い
た
天
台
山
の
百
丈
巌
の
絵
を
褒
め
、
譲
っ
て
ほ
し
い
と
ま

で
讃
え
た
も
の
。
あ
る
い
は
崔
山
人
が
絵
画
の
名
手
だ
と
聞
い
て
、
描
い
て

く
れ
る
よ
う
頼
ん
で
い
る
も
の
。
後
者
の
場
合
、
実
際
に
頼
ん
で
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
頼
み
た
く
な
る
ほ
ど
崔
の
絵
が
優
れ
て
い
る
と
、
評
価
す

る
の
が
主
眼
だ
ろ
う
。
大
野
の
よ
う
な
深
い
読
み
込
み
も
可
能
だ
が
、
あ
っ

さ
り
と
読
ん
で
い
け
ば
、
深
み
や
陰
翳
が
あ
る
作
品
と
は
思
わ
れ
な
い
。
若

年
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
儀
礼
的
立
場
で
作
っ
た
作
で
は
な
い
か
。

百
丈
巌
が
天
台
山
の
も
の
な
の
で
、
天
台
山
と
関
わ
り
が
深
い
よ
う
に
も

思
え
る
が
、
最
後
に
な
っ
て
、
崔
山
人
の
絵
が
す
ば
ら
し
い
の
で
、
そ
れ
を

眺
め
て
い
れ
ば
よ
く
、
わ
ざ
わ
ざ
天
台
山
ま
で
行
か
な
く
て
も
い
い
、
と
言

っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
天
台
山
本
体
は
、
神
山
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
崔

山
人
の
絵
の
引
き
立
て
役
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

注（
１
）
本
稿
は
同
趣
旨
の
訳
注
の
七
本
目
で
、
先
立
つ
も
の
は
次
の
通
り
。

「
天
台
山
の
詩
歌
（
其
一
）
―
―
六
朝
以
前
（
上
）」『
埼
玉
大
学
紀
要
教
育
学
部
』
第

五
八
巻
第
一
号

二
○
○
九
年
。「
同
（
其
二
）
―
―
六
朝
以
前
（
中
）」『
同
』
第
五
八

巻
第
二
号

二
○
○
九
年
。「
同
（
其
三
）
―
―
六
朝
以
前
（
下
）」『
同
』
第
五
九
号
第

二
号

二
○
一
○
年
。「
同
（
其
四
）
―
―
初
唐
」『
同
』
第
六
○
巻
第
一
号

二
○
一

一
年
。「
同
（
其
五
）
―
―
盛
唐
（
上
）」『
同
』
第
六
一
巻
第
一
号

二
○
一
一
年
。「
同

（
其
六
）
―
盛
唐
（
中
の
上
）」『
同
』
第
六
一
巻
二
号

二
○
一
二
年
（
刊
行
予
定
）。

（
２
）
李
白
の
天
台
山
の
詩
は
、
内
容
か
ら
、
Ａ
「
李
白
自
身
が
天
台
山
を
訪
れ
た
こ

と
を
契
機
と
す
る
も
の
」、
Ｂ
「
李
白
以
外
の
人
間
が
天
台
山
を
訪
れ
る
こ
と
に
関
わ
る

も
の
」、
Ｃ
「
神
山
と
し
て
の
天
台
山
を
詠
う
も
の
」、
Ｄ
「
山
岳
を
描
く
絵
画
に
関
わ

る
も
の
」
の
四
種
に
分
け
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
Ｂ
と
Ｃ
の
一
部
、
Ｄ
全
部
を
取
り
上

げ
る
。

（
３
）
拙
稿
『
天
台
山
記
の
研
究
』（
中
国
書
店
、
二
○
一
一
年
）
で
は
、〈

〉
で
、

10

三
四
一
〜
三
四
六
頁
、
四
四
二
頁
。

参
考
文
献
表

＊
天
台
山
の
詩
歌
関
係
の
資
料
書
誌
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
。

＊
李
白
関
連
テ
キ
ス
ト
及
び
注
釈
書
等

宋
刊
本
「
李
太
白
文
集
」（
宋
本
）
…
平
岡
武
夫
『
唐
代
研
究
の
し
お
り

李
白
の
作
品
』

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

一
九
五
八
年

王
琦
輯
注
「
李
太
白
全
集
」（
王
注
本
）

乾
隆
二
四
年
（
一
七
五
九
）
跋
…
中
華
書
局

版

一
九
七
七
年

瞿
蛻
園
・
朱
金
城
校
注
『
李
白
集
校
注
』（
瞿
朱
注
）

上
海
古
籍
出
版
社

一
九
八
○

年
…
巻
数
は
王
注
本
に
同
じ

安
旗
主
編
『
李
白
全
集
編
年
注
釈
』（
安
注
）

巴
蜀
書
社

一
九
九
○
年

詹
鍈
主
編
『
李
白
全
集
校
注
彙
釈
集
評
』（
詹
注
）

百
花
文
芸
出
版
社

一
九
九
六
年

…
巻
数
は
宋
本
に
同
じ

久
保
天
随
『
続
国
訳
漢
文
大
成

李
太
白
詩
集
』

国
民
文
庫
刊
行
会

一
九
二
八
年

武
部
利
男
『
李
白
』（
武
部
岩
波
）

岩
波
書
店
（
中
国
詩
人
選
集
）

一
九
五
八
年

青
木
正
児
『
李
白
』

集
英
社
（
漢
詩
大
系
）

一
九
六
五
年
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武
部
利
男
『
李
白
』（
武
部
筑
摩
）

筑
摩
書
房
（
世
界
古
典
文
学
全
集
）

一
九
七
二

年
大
野
実
之
助
『
李
太
白
詩
全
解
』

早
稲
田
大
学
出
版
部

一
九
八
○
年

筧
久
美
子
『
李
白
』

角
川
書
店
（
鑑
賞
中
国
の
古
典
）

一
九
八
八
年

松
浦
友
久
『
李
白
詩
選
』

岩
波
文
庫

一
九
九
七
年

加
藤
国
安
「
李
白
の
天
台
山
・
天
姥
山
の
詩
」『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
・
社

会
科
学
』
第
三
六
号

第
一
号
、
第
二
号

二
○
○
三
年
〜
二
○
○
四
年

宇
野
直
人
『
李
白

巨
大
な
る
野
放
図
』

平
凡
社

二
○
○
九
年

(

二
〇
一
二
年

三
月

三
一
日
提
出)

(

二
〇
一
二
年

五
月

一
八
日
受
理)
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